


ハード・バップの人気アルト・サックス奏者、ジャッキー・マクリーンの記念すべき初リーダー・
アルバム。アドリブという超マイナー・レーベルから世に出た演奏をジュビリーが権利を
とってリリースした。23歳という若さだったマクリーンの、青春の輝きや甘さ、そしてほろ
苦さを含んだプレイが最高だ。幼い娘のために書いた有名なオリジナル〈リトル・メロネー〉
を収録。このあとのジャズ・シーンを担ってゆくサイドメンたちの好演も光っている。

パーカー派のアルトとして知られるソニー・スティットだが、本アルバムのプレイに象徴
される大らかな歌心は、スティットならではのトレードマークとも呼ぶべきものだろう。
そんなスティットの魅力的な個性をたっぷり味わうことのできるワン・ホーン・アルバム。
どの曲でもスティットは、豊かなイマジネイションを存分に発揮して情熱的にアドリブ・
フレーズを吹き上げてゆく。ハンク・ジョーンズほかのサポートも、とても美しい。

豊富なビッグバンドでのキャリアをもち、サド＝メル楽団のメンバーとして来日したこと
もあるセルダン・パウエル。そんなパウエルがコンボでルーストに吹き込んだ初リーダー・
アルバムである。メロディックな力強いスウィングと、しっとりした味わい深いバラード・
プレイ。そんなパウエルの渋い個性がよく出た、趣味の良いテナー作品。パウエルのリー
ダー作は数枚しか残されていないので、いっそう貴重な価値をもつものになっている。

メロディックな個性をもつソニー・スティットのアルト・サックスのバックを、若きクイ
ンシー・ジョーンズのアレンジが美しく彩ってゆく。とくに〈マイ・ファニー・ヴァレンタ
イン〉と〈スターダスト〉の2曲のバラードは、ロマンの極みともいうべき名演。他のスタン
ダード曲でも艶のあるトーンとともに、のびやかにメロディーを歌いあげてゆくスティッ
トが素晴らしい。スティットの実力をジャズ・ファンに知らしめた傑作アルバム。

「ソニー・スティット・プレイズ」の翌々年に吹き込まれた、もう一枚のスティットのワン・
ホーンによる傑作。ここでもハンク・ジョーンズをはじめとする、ニューヨークのトップ・
プレイヤーがリズム・セクションに加わっている。小気味よいビートに乗って、パワフル
にサックスを吹きまくるスティット。肩の凝らないセッションであるものの、緊張感をもっ
た第一級のジャズに仕上げてみせるあたりが、スティットのスティットたる所以である。

バップ以来のコード分解による即興演奏の可能性を究極まで推し進めていったジョン・
コルトレーン。そんなコルトレーンが50年代末にたどり着いた頂点の記録というべき歴
史的名盤である。めまぐるしいまでのコード・チェンジをもったタイトル曲〈ジャイアント・
ステップス〉を筆頭に、あくなき冒険心を感じさせるオリジナル・ナンバーばかりが7曲。
今回は多くの別テイクを含めて、セッションの全貌を耳にすることができる。

「ニアネス・オブ・ユー」の名演であまりにも名高い初期の人気盤。前半はクインテッ
ト、後半はカルテットと2種の編成で、名手ハンク・ジョーンズとフレディ・グリーンの
参加もうれしい。

ビ・バップとモダン・スウィングの中間をゆく、通好みの名手が残したモダン・ジャズ。
趣味のよいソロと心地よいアンサンブルの融合で聴衆を魅了する不滅の人気盤。

ビ・バップの職人スティットと才人クインシーの共演。最高のスコアをバッ
クに朗々と歌い上げるスティットの真価をとらえた生涯の最高傑作。

孤高のバッパーが、人気ピアニストのハンク・ジョーンズを含むトリオ
で存分にブロウしたワン・ホーン・カルテットの傑作。

50年代の最後を飾ったモダン・ジャズ屈指の名盤。シーツ・オブ・サウ
ンド奏法と称されるコルトレーン超絶ソロは圧巻！

WPCR-29001� [JUBILEE]

ジャッキー・マクリーン・クインテット
Aイッツ・ユー・オア・ノー・ワン／Bブルー・ドール／
Cリトル・メロネー／D今宵の君は／Eムード・マロ
ディー／Fラヴァー・マン
ジャッキー・マクリーン（as）、ドナルド・バード（tpE抜ける）、マル・ウォルドロン

（p）、ダグ・ワトキンス（b）、ロナルド・タッカー（ds）

【録音】1955年10月21日　ニュージャージー州ハッケンサック

WPCR-29003� [ROOST]

ソニー・スティット・プレイズ／ニアネス・オブ・ユー
Aゼアル・ネヴァー・ビー・アナザー・ユー／Bニアネ
ス・オブ・ユー／Cビスケット・ミックス／Dイエスタ
デイズ／Eアフターワーズ／Fイフ・アイ・シュッド・
ルーズ・ユー／Gブルース・フォー・ボビー／Hマイ・
メランコリー・ベイビー
ソニー・スティット（as, ts）、ハンク・ジョーンズ（p）、フレディ・グリーン

（gA-D）、ウェンデル・マーシャル（b）、シャドウ・ウィルソン（ds）
【録音】1955年12月15、16日　ニューヨーク

WPCR-29005� [ROOST]

セルダン・パウエル
Aゴー・ファースト・クラス／Bホワイ・ウォズ・アイ・
ボーン／Cラヴ・イズ・ジャスト・アラウンド・ザ・コー
ナー／Dサムワン・トゥ・ウォッチ・オーヴァー・ミー／
Eカウント・フリート／Fオータム・ノクターン／Gス
ウィングスヴィル・オハイオ／Hサマータイム
セルダン・パウエル（ts）、ジミー・ノッティンガム（tp）、ボブ・アレキサンダー

（tb）、ヘイウッド・ヘンリー、ピート・モンデロ（bs, as）、トニー・アレス（p）、ビ
リー・バウアー（g）、アーノルド・フィシュキン（b）、ドン・ラモンド（ds）

【録音】1955年10月24日、11月14日　ニューヨーク

WPCR-29002� [ROOST]

ソニー・スティット『ペン・オブ・クインシー』
Aマイ・ファニー・ヴァレンタイン／Bソニーズ・バニー／C降っ
ても晴れても／Dラヴ・ウォークト・イン／Eイフ・ユー・クッド・
シー・ミー・ナウ／Fクインス／Gスターダスト／Hラヴァー／

［オリジナルLP未収録曲］I降っても晴れても（別テイク）／
Jクインス（別テイク）／Kスターダスト（別テイク）
ABDH:ソニー・スティット（as）、ジミー・ノッティンガム、アーニー・ロイヤル（tp）、J.J.ジョンソン（tb）、
アンソニー・オルテガ（fl, as）、セルダン・パウエル（ts）、セシル・ペイン（bar）、ハンク・ジョーンズ（p）、フレ
ディ・グリーン（g）、オスカー・ペティフォード（b）、ジョー・ジョーンズ（ds）、クインシー・ジョーンズ（arr）

【録音】1955年9月30日　ニューヨーク
CEFG:上記メンバーにサド・ジョーンズ、ジョー・ニューマン（tp）、ジミー・クリーヴランド（tb）が加わる

【録音】1955年10月17日　ニューヨーク

WPCR-29004� [ROOST]

ソニー・スティット・ウィズ・ザ・ニューヨーカーズ
Aザ・ベスト・シングス・イン・ライフ・アー・フリー／
Bインゴス・ザ・ブルース／C春の如く／Dチェロ
キー／E時さえ忘れて／F身も心も／G粋な噂を
立てられて／Hブルージー／Iバーズ・アイ
ソニー・スティット（as）、ハンク・ジョーンズ（p）、ウェンデル・マーシャル（b）、
シャドウ・ウィルソン（ds）

【録音】1957年8月30日　ニューヨーク

WPCR-29006� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『ジャイアント・ステップス』
Aジャイアント・ステップス／Bカズン・マリー／Cカウントダウン／Dスパイラル／
Eシーダズ・ソング・フルート／Fネイマ／GミスターP.C.／［オリジナルLP未収録曲］
Hジャイアント・ステップス（オルタネイト・ヴァージョン）／Iネイマ（オルタネイト・ヴァージョン）／Jカ
ズン・マリー（オルタネイト・テイク）／Kカウントダウン（オルタネイト・テイク）／Lシーダズ・ソング・フ
ルート（オルタネイト・テイク）／Mジャイアント・ステップス（オルタネイト・ヴァージョン2）＊／Nネイマ

（オルタネイト・ヴァージョン2）＊／Oジャイアント・ステップス（オルタネイト・テイク）� ＊MONO
ジョン・コルトレーン（ts）、シダー・ウォルトン（p）、トミー・フラナガン（p）、ウィントン・ケリー（p）、ポール・チェ
ンバース（b）、レックス・ハンフリーズ（ds）、アート・テイラー（ds）、ジミー・コブ（ds）

【録音】〈セッション-A〉1959年3月26日（BND-HIMN）／〈セッション-B〉1959年5月4日（BND-
CDK）／〈セッション-C〉1959年5月5日（BND-ABEGJLO）／〈セッション-D〉1959年12
月2日（BND-F）

ハード・バップの人気アルト奏者が、マル・ウォルドロンとの初共演を記録した初リー
ダー・アルバム。今回はジュビリーのジャケット＆レーベルを使っての待望の復刻。

ベルギー生まれの名サックス、フルート奏者のボビー・ジャスパーが56年、アメリカに渡っ
て吹き込んだワン・ホーン・アルバムで、流暢なキー・ワークを聴かせるジャスパーの語り
口の上手さを、どの演奏からもたっぷり味わうことができる。バックを受けもつトミー・
フラナガンの繊細なピアノ・タッチも、とても美しい。このあとハード・バップの前線で活
躍することになるジャスパーの実力が鮮やかに示された秀作アルバム。

WPCR-29014� [PARLOPHONE]

ボビー・ジャスパー・クインテット
Aクラリネスカペイド／Bハウ・ディープ・イズ・ジ・オーシャン／Cホワッ
ツ・ニュー／Dトゥッティ・フルッティ／Eスプリング・イズ・ヒア／Fアイ・
リメンバー・ユー／Gウィー・ドット／Hアイ・ウォント・ダンス／Iイン・
ア・リトル・プロヴィンシャル・タウン／Jゼイ・ルック・アライク
A-E:ボビー・ジャスパー（ts, fl, cl, a-fl）、トミー・フラナガン（p）、ネヴィル・トーター（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）

【録音】1956年11月12日　ニューヨーク
F-H:ボビー・ジャスパー（ts）、トミー・フラナガン（p）、ネヴィル・トーター（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）

【録音】1956年11月14日　ニューヨーク
I-L:ボビー・ジャスパー（ts, fl）、エディ・コスタ（p）、バリー・ガルブレイス（g）、ミルト・ヒントン（b）、オシー・ジョン
ソン（ds）

【録音】1956年11月20日　ニューヨーク

J. J.ジョンソンのクインテットで活躍したベルギー出身の名手が、4つの管楽器を
操り、一流リズム隊の協力を得て録音した元祖「幻の名盤」。後半4曲は、エディ・コ
スタとバリー・ガルブレイスを含むクインテット。

チャールス・ロイドが、新進気鋭のメンバーを従えて“モンタレー・ジャズ・フェスティヴァ
ル”で繰りひろげたステージ。まだ21歳の若さだったキース・ジャレット！ 同じくデビュー
間もなかったジャック・ディジョネットらを従えての熱狂的なライヴの模様が収められ
ている。2つのパートからなる有名な〈フォレスト・フラワー〉。ジャズ・ファンだけでなくロッ
ク・ファンをも感動させた、歴史的なパフォーマンスを耳にできる。

WPCR-29013� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド『フォレスト・フラワー』
Aフォレスト・フラワー、日の出／Bフォレスト・フラ
ワー、日没／Cソーサリー／Dソング・オブ・ハー／
Eイースト・オブ・ザ・サン
チャールス・ロイド（ts, fl）、キース・ジャレット（p）、セシル・マクビー（b）、ジャッ
ク・ディジョネット（ds）

【録音】1966年9月18日 モンタレー・ジャズ祭でのライヴ、9月8日 ニューヨー
ク（スタジオ録音）

60年代、一世を風靡したフラワー・ムーヴメントとサイケデリック・ジャズ。時代の空
気をヴィヴィッドに捉え、若者たちに支持されたロイド初期の代表作。若きキース、
ディジョネットらの真摯なプレイも必聴。

ローランド・カークの音楽がもっている深いエモーションがストレートに示された〈ブラッ
ク・アンド・クレイジー・ブルース〉。哀しみに溢れたタイトル曲。どの演奏にも、伝統をベー
スに創意工夫を凝らしたカークならではの個性的な世界が聴かれる。ギミックではない、
あくまで本流をゆく正統派ジャズ・プレイヤーであるとともに、ブラック・ミュージック
の体現者としてのローランド・カークの本領が示されている傑作アルバム。

WPCR-29012� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『溢れ出る涙』
Aブラック・アンド・クレイジー・ブルース／Bア・ラフ・
フォー・ロリー／Cメニー・ブレッシングス／Dフィンガー
ズ・イン・ザ・ウィンド／E溢れ出る涙／Fクレオール・ラヴ・
コール／Gア・ハンドフル・オブ・ファイヴス／Hフライ・バ
イ・ナイト／Iラヴレヴリロキ／［オリジナルLP未収録曲］
Jアイム・グラッド・ゼア・イズ・ユー
ローランド・カーク（ts, manzello, stritch, cl, fl, whistle, eng-hrn, flexafone）、ディッ
ク・グリフィン（tbH）、ロン・バートン（p）、スティーヴ・ノヴォセル（b）、ジミー・ホップス（ds）

【録音】AEF：1967年11月27日  ニューヨーク／BCDGHIJ：1967年11月30日  
ニューヨーク

ご存じアトランティック時代の代表作。ブラック・ミュージックの本質
を捉えた渾身の演奏に、魂の叫びを聴け！

ニューヨーク・ジャズのメッカ“バードランド”で毎週月曜日に繰りひろげられていた、当
時の若手精鋭プレイヤーたちによるジャム・セッション。名 DJ シンフォニー・シッドの司
会で進行する熱気あふれるハード・バップの饗宴。ハンク・モブレー、リー・モーガン、カー
ティス・フラーらが、まばゆいばかりの輝きをもつソロを繰りひろげてゆく。日の出の勢
いにあったハード・バップのエネルギーが象徴されているような一枚になっている。

WPCR-29011� [ROULETTE]

リー・モーガン＆カーティス・フラー『マンデイ・ナイト・アット・バードランド』
Aシンフォニ ー・シッドの ア ナ ウン スメント／
Bウォーキン／Cオール・ザ・シングス・ユー・アー／
Dバグス・グルーヴ／Eゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・
アナザー・ユー
リー・モーガン（tp）、カーティス・フラー（tb）、ハンク・モブレー（ts）、ビリー・
ルート（ts）、レイ・ブライアント（p）、トミー・ブライアント（b）、スペックス・ライト

（ds）
【録音】1958年4月21日　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

ハード・バップの黄金時代に、豪華メンバーが名門クラブで熱演を展開したジャム・
セッションの傑作。モーガン、フラー、モブレーなど全員が気合いの入ったソロを聴
かせている。

ジャズでは珍しいチューバを操るレイ・ドレイパーのリーダー作であるが、アルバムの魅
力を高めているのはジョン・コルトレーンの参加であろう。“シーツ・オブ・サウンド”を完
成させて、巨人への道を上りはじめていった時期のコルトレーン。オープニングの〈エッ
シーズ・ダンス〉がドレイパーのオリジナルで、あとは有名なオリジナルやスタンダード
が中心。それにしてもチューバとコルトレーンの組み合わせは、とても異色で面白い。

WPCR-29010� [JUBILEE]

レイ・ドレイパー＝ジョン・コルトレーン『チューバ・ジャズ』
Aエッシーズ・ダンス／Bドキシー／Cアイ・トー
ク・トゥ・ザ・トゥリーズ／Dイエスタデイズ／Eオレ
オ／Fエンジェル・アイズ
レイ・ドレイパー（tu）、ジョン・コルトレーン（ts）、ジョン・マーハー（p）、スパン
キー・デブレスト（b）、ラリー・リッチー（ds）

【録音】1958年11月　ニューヨーク

モダン・ジャズの珍楽器奏者が、当時人気急上昇中のコルトレーンと共演した異色の
名盤。ソニー・ロリンズの名曲「ドキシー」、「オレオ」、スタンダードの「イエスタデイ
ズ」での激しい激突は迫力満点だ。

名盤の誉れ高い「マイ・フェイヴァリット・シングス」と同じ日に吹き込まれた、もう1枚
のコルトレーンの重要アルバム。独創的なコード・チェンジを駆使したスタンダード解釈
の真髄が示された〈夜は千の眼を持つ〉と〈身も心も〉。ソプラノを吹く〈セントラル・パー
ク・ウェスト〉や、シンプルなテーマをもつ〈イクイノックス〉の深く神秘的な表現。どれも
100% 凝縮された魅力あふれるコルトレーンの世界である。

WPCR-29009� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『コルトレーン・サウンド（夜は千の眼を持つ）』
A夜は千の眼を持つ／Bセントラル・パーク・ウェス
ト／Cリベリア／D身も心も／Eイクイノックス／
Fサテライト／［オリジナルLP未収録曲］G26-2  
／H身も心も（オルタネイト・テイク）
ジョン・コルトレーン（ssB, ts）、マッコイ・タイナー（pA-EGH）、スティーヴ・
デイヴィス（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）

【録音】BDFH：1960年10月24日  ニューヨーク／ACEG：1960年10月
26日  ニューヨーク

『プレイズ・ブルース』と対をなす同日セッション。急速調の表題曲、バラード
の名演、スタンダードと、この時代のコルトレーンらしさが全編で横溢。

ジョン・コルトレーンが吹き込んだ数多くのアルバムの中でも、前人未踏の即興世界を切
り開いた「マイ・フェイヴァリット・シングス」は、60年代の進むべき方向を高らかに示し
てみせた作品として、いまなお燦然と光り輝いている。マッコイ、エルヴィンを加えたコ
ルトレーンのレギュラー・グループによる最初のレコーディング。ソプラノ・サックスを
吹いたタイトル曲を筆頭に、コルトレーンの独創性が感じられる名演ばかりである。

WPCR-29008� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『マイ・フェイヴァリット・シングス』
Aマイ・フェイヴァリット・シングス／Bエヴリタイム・ウイ・
セイ・グッドバイ／Cサマータイム／Dバット・ノット・フォー・
ミー／［オリジナルLP未収録曲］Eマイ・フェイヴァリット・シ
ングス、パート1（シングル・ヴァージョン）＊／Fマイ・フェイ
ヴァリット・シングス、パート2（シングル・ヴァージョン）＊

＊MONO
ジョン・コルトレーン（ss, ts）、マッコイ・タイナー（p）、スティーヴ・デイヴィス

（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）
【録音】1960年10月21日（BND-AEF）、1960年10月24日（BND-C）、
1960年10月26日（BND-BD）　NYC、アトランティック・スタジオ

『ジャイアント・ステップス』と並んで評価の高い名盤。ソプラノ・サッ
クスによるタイトル曲は、モダン・ジャズの代名詞的演奏。

1950年代末、目にも止まらぬ早さで創造のピークへと登りつめていったジョン・コルト
レーンが、彼のレギュラー・グループを結成する前後の吹き込みを多く収めている。テナー・
サックスの倍音を生かした〈ハーモニク〉や、ソニー・ロリンズへの敬愛の気持ちをコルト
レーン流に表現してみせた〈ライク・ソニー〉などを収録。途切れることなく意欲的な冒険
を繰り返したジョン・コルトレーンの姿が大きな感動を呼ぶ一作である。

WPCR-29007� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『コルトレーン・ジャズ』
Aリトル･オールド・レディ／Bヴィレッジ・ブルース／Cマイ・シャ
イニング・アワー／Dフィフス・ハウス／Eハーモニク／Fライ
ク・ソニー／Gアイル・ウェイト・アンド・プレイ／Hサム・アザー・ブ
ルース／［オリジナルLP未収録曲］Iライク・ソニー**／Jアイ
ル・ウェイト・アンド・プレイ**／Kライク・ソニー* **／Lヴィレッ
ジ・ブルース**� *MONO / **オルタネイト・テイク
ジョン・コルトレーン（ts）、ウィントン・ケリー（p）、ポール・チェンバース（b）、ジ
ミー・コブ（ds）、マッコイ・タイナー（p）、スティーヴ・デイヴィス（b）、エルヴィ
ン・ジョーンズ(ds)、シダー・ウォルトン（p）、レックス・ハンフリーズ(ds)

【録音】1959年3月26日、11月24日、12月2日／1960年10月21日

1959年から60年代にかけて行なわれた3セッションからベスト・テ
イクを厳選した秀作。オリジナルLP収録曲に未発表の4曲を追加。



ハード・バップとアフロ・キューバン・リズムがミックスされた“キュー・バップ”。ジャズ・メッ
センジャーズにコンガ奏者のサブー・マルチネスが加わり、いっそうリズミックでパーカッ
シヴなサウンドを楽しむことができる。ブレイキー作〈サキーナ〉は、あふれんばかりのラ
テンの情熱と哀感が交錯する魅力的なナンバー。ホットなジョニー・グリフィンの吹奏も
圧巻。ブレイキーの原点回帰も感じられる一作になっている。

WPCR-29022� [JUBILEE]

アート・ブレイキー＆ザ・ジャズ・メッセンジャーズ『キュー・バップ』
Aウディン・ユー／Bサキーナ／Cショーティ／
Dドーン・オン・ザ・デザート
アート・ブレイキー（ds）、ビル・ハードマン（tp）、ジョニー・グリフィン（ts）、サム・
ドッケリー（p）、スパンキー・デブレスト（b）、サブー・マルチネス（cga）
【録音】1957年5月13日　ニューヨーク

ラテン・パーカッションをフィーチャーし、アフロ・キューバン・ジャズとハード・バップ
の融合を試みたジャズ・メッセンジャーズの異色作。ハードマン、グリフィンのエキサ
イティングなプレイも見逃せない。

ピアニストにハンプトン・ホーズを迎えた、ミンガスのトリオによる吹き込み。ミンガスは
コンボや、その拡大版ともいうべき編成でプレイすることが多く、ベース、ピアノ、ドラム
スというトリオ録音は、逆にとても珍しい。レパートリーもスタンダード曲とブルースが
中心。それだけに気のおけないセッションということもできるが、そんな中でミンガスが
強烈な体臭を発散させながら個性を振りまいてゆくのが、大きな聴きものになっている。

WPCR-29021� [JUBILEE]

チャールス・ミンガス『ミンガス・スリー』
Aイエスタデイズ／Bバック・ホーム・ブルース／
C言い出しかねて／Dハンプス・ニュー・ブルース／
Eサマータイム／Fディジー・ムーズ／Gローラ
チャールス・ミンガス（b）、ハンプトン・ホーズ（p）、ダニー・リッチモンド（ds）

【録音】1957年7月9日　ニューヨーク

ジャズ・ベースの巨人が、西海岸の人気ピアニスト、ハンプトン・ホー
ズをフィーチャーして吹き込んだピアノ・トリオ異色の名盤。

強烈な個性をもつリーダー、チャールス・ミンガスがベースではなく、全編にわたってピアノ
を弾いている異色の1枚。アルバムを貫くどろどろとしたサウンドは、アクの強いミンガス・
ミュージックの神髄を示して余りあるものだ。ミンガスの濃密なピアノ・ソロをはじめ、フロ
ントを飾る2人のサックス奏者、ローランド・カークとブッカー・アーヴィンも大暴れ。ミンガ
スのヴォーカルもフィーチュアされて、コクのあるミンガス・ミュージックが堪能できる。

WPCR-29020� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『オー・ヤー』
Aホッグ・コーリン・ブルース／Bデヴィル・ウーマ
ン／Cワム・バム・サンキュー・マム／Dイククルー
ジアスティックス／E神よ原子爆弾を降らせ給う
な／Fイート・ザット・チキン／Gパッションズ・オブ・
ア・マン
チャールス・ミンガス（p, vo, arr）、ローランド・カーク（fl, siren, ts, 
manzello, stritch）、ブッカー・アーヴィン（ts）、ジミー・ネッパー（tb）、ダグ・ワ
トキンス（b）、ダニー・リッチモンド（ds）
【録音】1961年11月6日　ニューヨーク

ジャズ・ベースの巨人が、ピアノと歌に専念した異色の名盤。強烈なオリジナル
曲を並べ、ローランド・カークとブッカー・アーヴィンの2サックスも冴えわたる。

“ジャズ・ワークショップ”を設立して、黒人としてのパワーとエネルギーを注ぎ込んで音
楽を創造していったチャールス・ミンガス。そんなミンガスの反骨精神が見事な音楽美へ
と昇華されているタイトル曲〈直立猿人〉。トーン・ポエムと呼ぶべき〈霧深き日〉や、やは
りミンガス臭に塗りたくられた〈ラヴ・チャント〉など、“怒れるベーシスト”チャールス・
ミンガスの真価が発揮された、ジャズ史上屈指の傑作アルバムである。

WPCR-29019� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『直立猿人』
A直立猿人／B霧深き日／Cジャッキーの肖像／
Dラヴ・チャント
チャールス・ミンガス（b）、ジャッキー・マクリーン（as）、J.R.モンテローズ

（ts）、マル・ウォルドロン（p）、ウィリー・ジョーンズ（ds）
【録音】1956年1月30日　ニューヨーク

ハード・バップの一般的な形式を越えた、個性的で革新的なサウンド。黒人と
しての意識の高揚と怒りが、最高の芸術表現となって示された歴史的名盤。

これぞジャズ史上最大の問題作！ 本アルバムを引っさげてニューヨークのジャズ・シー
ンに鮮烈なデビューを飾ったオーネットの音楽は賛否両論、ジャズ界にセンセーショナ
ルな論議を巻き起こした。アブストラクトな均衡美を保つ〈ロンリー・ウーマン〉。神秘的
でさえある〈ピース〉。バップを自由に解釈した〈イヴェンチュアリー〉。彼らの演奏がもっ
ていた衝撃的な鮮度は、半世紀以上を経た今日の耳にも少しも衰えていない。

WPCR-29018� [ATLANTIC]

オーネット・コールマン『ジャズ来るべきもの』
Aロンリー・ウーマン／Bイヴェンチュアリー／
Cピース／Dフォーカス・オン・サニティ／Eコンジ
ニアリティ／Fクロノロジー／［オリジナルLP未収
録曲］Gモンク・アンド・ザ・ナン／Hジャスト・フォー・
ユー
オーネット・コールマン（as）、ドン・チェリー（cor）、チャーリー・ヘイデン（b）、ビ
リー・ヒギンズ（ds）

【録音】1959年5月22日  ハリウッド

フリー・ジャズはここから始まった。ジャズ史上、最重要作品のひとつ
と称賛された革命児の初期名盤。

メロディックなアドリブ・ラインの中に、あふれんばかりの知性が感じられるリー・コニッ
ツとウォーン・マーシュの共演。レニー・トリスターノの下で個性を築きあげた彼らの演
奏は、優雅な抒情を漂わせて、聴く人の心を惹きつけてやまないものがある。マイナー・
キーの〈トプシー〉のほのかな情感。パーカー作〈ドナ・リー〉の個性的な即興プレイ。そし
てバラード〈言いだしかねて〉などでの透明感あふれる響きが心にしみわたる。

WPCR-29017� [ATLANTIC]

リー・コニッツ・ウィズ・ウォーン・マーシュ
Aトプシー／Bゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・アナ
ザー・ユー／C言いだしかねて／Dドナ・リー／
Eトゥー・ノット・ワン／Fドント・スクォーク／Gロ
ニーズ・ライン／Hバックグラウンド・ミュージック
リー・コニッツ（as）、ウォーン・マーシュ（ts）、サル・モスカ（p）、ロニー・ボー
ル（p）、ビリー・バウアー（g）、オスカー・ペティフォード（b）、ケニー・クラーク

（ds）
【録音】1955年6月14日、15日　ニューヨーク

トリスターノ門下の2大サックス奏者が共演したモダン・ジャズの秀
作。リラックスした雰囲気の下で、絡み合うクールなソロが絶品。

50年代の西海岸ジャズを代表するアルト・サックス奏者のひとりだったハーブ・ゲラー。
ここではウェストの名手たちに加えて、たまたま西海岸にツアーで来ていたケニー・ドー
ハムとレイ・ブラウンが参加。彼らが加わることによって、心地よいハード・バップ的なグ
ルーヴが生み出されているのが聴き逃せない。〈ス・パシフィック・ヴュー〉をはじめとす
る4曲がゲラーのオリジナル。タイトルどおり熱い好演が繰りひろげられている。

WPCR-29016� [JUBILEE]

ハーブ・ゲラー『ファイア・イン・ザ・ウェスト』
Aス・パシフィック・ヴュー／Bジターバグ・ワルツ／
Cザ・フルート／Dヒアズ・ホワット・アイム・ヒア・
フォー／Eマラブル・アイズ／Fアン・エア・フォー・
ザ・ヘア／Gメルローズ・アンド・サム
ハーブ・ゲラー（as）、ケニー・ドーハム（tp）、ハロルド・ランド（ts）、ルー・レヴィ

（p）、レイ・ブラウン（b）、ローレンス・マラブル（ds）
【録音】1957年3月14日　ロサンゼルス

50年代西海岸を代表する白人アルト奏者が、ビ・バップの伝統を継承する黒人の実
力者たちと組んだハード・バップ色の強い秀作。バド・パウエルの「ザ・フルート」や自
作曲での一丸となったプレイがスリリングだ。

わずかに2枚のアルバムを残しただけで音楽の世界を退いてしまった白人テナーのマイ
ク・コゾー。しかし彼がなかなかの実力の持ち主で、スタン・ゲッツやズート・シムズに通
じるスムースな歌心とリズムへのスマートな乗りをもっていたことは、本作を耳にすれ
ばよくわかることだろう。リズム・セクションをエディ・コスタのトリオが受けもってい
るのが、もうひとつの魅力。いかにもマニア好みのコレクターズ・アイテムになっている。

WPCR-29015� [JUBILEE]

マイク・コゾー＆エディ・コスタ＝ヴィニー・バーク・トリオ
Aフールズ・ラッシュ・イン／Bラヴァー・マン／
C10A.M.／Dザット・オールド・フィーリング／
Eアイ・カヴァー・ザ・ウォーターフロント／Fイー
ジー・トゥ・ラヴ／Gブルー・ジーンズ／Hバウンス・
フォー・マイク
マイク・コゾー（ts）、エディ・コスタ（p）、ヴィニー・バーク（b）、ニック・スタビュラ
ス（ds）

【録音】1956年9月　ニューヨーク

レスター・ヤングの流れを汲む、通人好みの白人テナー奏者が当時話題を集めてい
たエディ・コスタのトリオと共演したワン・ホーン・カルテットの秀作。選曲もスタン
ダード中心、リラックスした雰囲気が秀逸。

ストレート・アヘッドな魅力をいっぱいに発散していった時期のメイナード・ファーガソ
ンのオーケストラ。若きスライド・ハンプトンのアレンジ作品を中心に、やはりトロンボー
ンで参加するドン・セベスキー（！）もペンをふるっている。胸のすくようなアンサンブル
とソロを堪能できる一作。58年のスタジオ録音であるが、同年“ニューポート・ジャズ・フェ
スティヴァル”で成功を収めたことから、このアルバム・タイトルが付けられた。

WPCR-29030　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

メイナード・ファーガソン『ア・メッセージ・フロム・ニューポート』
Aフーガ／Bファン・イット、ジャネット／Cワル
ツ／Dタグ・チーム／Eアンド・ウィ・リッスンド／
Fスライドの発狂／Gフレイム・フォー・ザ・ブルー
ス／Hハンバグ／Iスリー・リトル・フォクシズ
メイナード・ファーガソン（tp, v-tb）、ビル・チェイス、クライド・リーシンガー、
トム・スレイニー（tp）、スライド・ハンプトン（tb、arr）、ドン・セベスキー（tb, 
arr）、ジミー・フォード（as）、カーメン・レギオ（ts）、ウィリー・メイデン（ts, 
arr）、ジェイ・キャメロン（bs）、ジョン・バンチ（p）、ジミー・ラウザー（b）、ジェイ
ク・ハナ（ds）、ボブ・フリードマン（arr）

【録音】1958年5月6～8日　ニューヨーク

タイトなアンサンブルとエモーショナルなプレイで、ファーガソン・オー
ケストラの持ち味を存分に発揮したビッグ・バンド・ジャズの傑作。

「トゥギャザー・フォー・ザ・ファースト・タイム」と同じ時の吹き込みが収められていて、2
枚のアルバムを併せてルイとデュークの邂逅セッションの全容を知ることができる。こ
ちらもエリントンの名曲ばかり。ルイのトランペット・ソロからヴォーカル、スキャット
と自在な展開を聴かせる〈スイングしなけりゃ意味がないね〉をはじめ、音楽の喜びにあ
ふれている7曲。ルイが初見でプレイしたという〈アゼリア〉の解釈も素晴らしい。

WPCR-29029� [ROULETTE]

ルイ・アームストロング＆デューク・エリントン『グレート・リユニオン』
Aスイングしなけりゃ意味がないね／Bソリチュー
ド／Cドント・ゲット・アラウンド・マッチ・エニモア／
Dアイム・ビギニング・トゥ・シー・ザ・ライト／Eジャ
スト・スクイーズ・ミー／Fアイ・ガット・イット・バッ
ト／Gアゼリア
ルイ・アームストロング（tp, vo）、デューク・エリントン（p）、トラミー・ヤング（tb）、
バーニー・ビガード（cl）、モート・ハーバート（b）、ダニー・バルセロナ（ds）

【録音】A-F：1961年4月3日 ニューヨーク／G：1961年4月4日 ニューヨーク

ジャズ史に燦然と輝く2大巨匠の歴史的邂逅を捉えたコンボ編成に
よるスタジオ録音の第2弾。

ルイ・アームストロングとデューク・エリントン。ジャズ・スタイルの創造者でもある偉大
なふたりのミュージシャンによって残された、唯一の共演アルバムである。演奏される曲
目が、デューク・エリントンのナンバーばかりというのも面白いが、それだけでなくルイ
がこれらの作品を見事に彼のスタイルで消化してゆくのに感服させられる。まさにジャ
ズの何であるかを知りつくした者どうしの、スタイルを超えた共演となっている。

WPCR-29028� [ROULETTE]

ルイ・アームストロング＆デューク・エリントン『トゥギャ
ザー・フォー・ザ・ファースト・タイム』
Aデュークス・プレイス／Bアイム・ジャスト・ア・ラッキー・ソー・アン
ド・ソー／Cコットン・テイル／Dムード・インディゴ／Eドゥ・ナッシ
ン・ティル・ユー・ヒア・フロム・ミー／Fビューティフル・アメリカン／
Gブラック・アンド・タン・ファンタジー／Hドロップ・ミー・オフ・イン・
ハーレム／Iザ・ムーチ／Jイン・ア・メロウ・トーン
ルイ・アームストロング（tp, vo）、デューク・エリントン（p）、トラミー・ヤング（tb）、バー
ニー・ビガード（cl）、モート・ハーバート（b）、ダニー・バルセロナ（ds）

【録音】1961年4月3日、4日　ニューヨーク

サッチモとエリントン。ジャズの歴史に燦然と輝く巨匠2人がスタジオで
邂逅。不滅のエリントン・ナンバーを演奏するサッチモの姿も感動的だ。

切れ味のあるフレージングをもったベイシー・バンドの重鎮トランペッター、ジョー・ニュー
マンと、レスター派モダン・テナーのズート・シムズ。ふたりの共演は57年の本セッション
が初めてというが、さすが名人どうしだけあって、ぴたりと息の合ったスウィンガーぶり
を発揮してみせる。ほとんどの作品がメンバーのオリジナルで占められているアルバム。
ベースの巨人オスカー・ペティフォード以下のサポートも素晴らしい。

WPCR-29027� [ROULETTE]

ジョー・ニューマン＆ズート・シムズ『ロッキング・ホーンズ』
Aコーキー／Bマンボ・フォー・ジョー／Cウォラ
ファンツ・ラメント／Dミッドナイト・ファンタジー／
Eテイター・パイ／Fオー・シェイ／Gベーシング・
アラウンド／Hオー・ジョー／Iスゼット／Jシミ
ラー・ソウルズ
ジョー・ニューマン（tp）、ズート・シムズ（ts）、ジョニー・エイシア（p）、オスカー・
ペティフォード（b）、オシー・ジョンソン（ds）

【録音】1957年4月10日　ニューヨーク

カウント・ベイシー楽団で人気を博したトランペッターとモダン・テ
ナーの最高峰が共演したルーレットの隠れた人気盤。

ジェリー・マリガンとの共演などでも知られるトニー・フラッセラは、チェット・ベイカー
などにも相通じるリリカルな個性の持ち主。そんな“トランペットの詩人”フラッセラが
のこした、正式には唯一といってよいリーダー・アルバムが、このアトランティック盤で
ある。テナー・サックスに、やはり白人の名手だったアレン・イーガーが参加しているのも
貴重。忘れ去られてしまった名手の真の実力が伝わってくる、充実の1枚になっている。

WPCR-29026� [ATLANTIC]

トニー・フラッセラ『トランペットの詩人』
Aアイル・ビー・シーイング・ユー／Bムイ／Cメトロポ
リタン・ブルース／Dレイントゥリー・カウンティ／Eソル
ト／Fヒズ・マスターズ・ヴォイス／Gオールド・ハット／
Hブルー・セレナーデ／Iレッツ・プレイ・ザ・ブルース
トニー・フラッセラ（tp）、アレン・イーガー（ts）、ダニー・バンク（bsBE）、チャ
ウンシー・ウェルチ（tbBE）、ビル・トリグリア（p）、ビル・アンソニー（b）、ジュ
ニア・ブラッドリー（ds）、フィル・サンケル（arr）

【録音】BE：1955年3月29日 ニューヨーク／ACDFGHI：1955年４月１
日 ニューヨーク

リリカルで美しい奏法で知られた伝説のトランペッターの代表作。フィル・サンケル
が楽曲を提供、幻のテナー奏者アレン・イーガーの参加も話題を集めた元祖コレク
ターズ・アイテム。

人気ギタリストとしての評価を得ていたジョニー・スミスのカルテットによる56年の作
品。ヴァイブのジョニー・レイを迎えた編成で、クールなアンサンブル・サウンドが楽しめ
る。ムーディでロマンティックな演奏だけでなく、アップ・テンポの〈ス・ワンダフル〉や〈ポー
ン・チケット〉などでは、チャーリー・クリスチャンばりの鮮やかなテクニックが聴かれる。
ジョニー・スミスの実力をよく知ることのできる一作である。

WPCR-29025　　【国内初CD化】� [ROOST]

ニュー・ジョニー・スミス・カルテット
Aイット・ネヴァー・エンタード・マイ・マインド／Bサン
バ／Cブラック・イズ・ザ・カラー・オブ・マイ・トゥルー・
ラヴズ・ヘアー／Dポーン・チケット／Eス・ワンダフ
ル／Fユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カム・ホーム・
トゥ／Gブルー・ライツ／Hモンタージュ／Iバグス・
グルーヴ／Jラウンド・アバウト・ミッドナイト
ジョニー・スミス（g）、ジョニー・レイ（vib, bgoB）、ジョージ・ルーマニ（b）、ジョ
ニー・リー（ds）

【録音】1956年10月24日　ニューヨーク

白人ギターの最高峰がヴァイブを含むピアノレス編成で挑んだ50年代中期の隠れ
た秀作。スタンダードやモダン・ジャズの名曲、ブルースを取り上げ、滋味溢れる演
奏がじっくり楽しめる。

スマートで粋なセンスを発揮して一世を風靡したギタリスト、ジョニー・スミスの名を世
に知らしめることになった〈ヴァーモントの月〉を含む名演・名曲の数々。タイトル曲での
スタン・ゲッツをはじめ、ズート・シムズ、ポール・クイニシェットという3人のテナー奏者
が曲によって参加する。クール・ジャズが絶頂期を迎えていた時代。ソフィスティケイト
されたサウンドの極みを、どのトラックからも聴きとることができる。

WPCR-29024� [ROOST]

ジョニー・スミス『ヴァーモントの月』
Aホエア・オア・ホエン／Bタブー／Cヴァーモントの月／Dジャガー／
Eサムタイムズ・アイム・ハッピー★／Fアラバマに星落ちて／Gナイ
ス・ワーク・イフ・ユー・キャン・ゲット・イット★／Hテンダリー／Iジャガー

（別テイク）★／Jゴースト・オブ・ア・チャンス／Kヴィリア／Lマイ・
ファニー・ヴァレンタイン★／Mイエスタデイズ／Nカヴー／Oアイル・
ビー・アラウンド／Pチェロキー� ★オリジナルLP未収録曲
ジョニー・スミス(g)、スタン・ゲッツ(ts)、ズート・シムズ（ts）、ポール・クイニシェット（ts）、サンフォード・
ゴールド(p)、エディ・サフランスキー(b)、ボブ・カーター(b)、アーノルド・フィシュキン（b）、ドン・ラモンド

（ds）、モリー・フェルド(ds)
【録音】A-D：1952年3月11日 ニューヨーク／I-L：1952年4月 ニューヨーク／E-H：1952年
11月9日 ニューヨーク／M-P：1953年8月 ニューヨーク

優雅なプレイで評価の高い白人ギタリスト、ジョニー・スミスが3人の名テナー奏
者、スタン・ゲッツ、ズート・シムズ、ポール・クイニシェットを迎えて録音した出世作。

（1952〜3年録音）

黒人ボクサーを主人公にしたブロードウェイのヒット・ミュージカル「ゴールデン・ボー
イ」の音楽をジャズ・メッセンジャーズが演奏する。3管メッセンジャーズに5本のホーン
が追加されて、さらに重厚なアンサンブル・ハーモニーを耳にすることができる。〈イエス・
アイ・キャン〉でのウェイン・ショーターのロング・ソロは圧巻。メッセンジャーズのアル
バムの中でも、とびきりのダイナミックな迫力をもった一枚になっている。

WPCR-29023� [COLPIX]

アート・ブレイキー＆ザ・ジャズ・メッセンジャーズ『ゴールデン・ボーイ』
Aゴールデン・ボーイのテーマ／Bイエス・アイ・
キャン／Cローナズ・ヒア／Dジス・イズ・ザ・ライ
フ／Eゼアズ・ア・パーティ／Fアイ・ウォント・トゥ・
ビー・ウィズ・ユー
アート・ブレイキー（ds）、リー・モーガン、フレディ・ハバード（tp）、カーティス・フ
ラー（tb, arr）、ジュリアス・ワトキンス（frh）、ビル・バーバー（tu）、ジェームス・
スポールディング（as）、ウェイン・ショーター（ts, arr）、チャールズ・デイヴィス

（bs）、シダー・ウォルトン（p, arr）、レジー・ワークマン（b）
【録音】1964年5～6月　ニューヨーク

60年代前半の3管編成セクステットに、重厚なアンサンブルを加えた人気ミュージ
カル集。強烈なジャケットも魅力の、ハード・バップ愛好家のコレクターズ・アイテム。

国内初CD化

国内初CD化



美しいアルバム・カヴァーとともに、MJQ のアトランティック・レコーディングの中で
もひときわ高い人気をもっている「ピラミッド」。マヘリア・ジャクソンの歌を聴いて感銘
を受けたレイ・ブラウンが作曲したタイトル曲をはじめ、〈ジャンゴ〉〈ヴァンドーム〉の再
演。MJQ 流の美学が光る〈スウィングしなけりゃ意味ないね〉など、印象深い演奏が並ぶ。
MJQ の創作活動がピークを迎えていた時期に録音された、不滅の名演集。

WPCR-29038� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『ピラミッド』
Aヴァンドーム／Bピラミッド（ブルース・フォー・
ジュニア）／Cスウィングしなけりゃ意味ないね／
Dジャンゴ／Eハウ・ハイ・ザ・ムーン／Fロメイン
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）
【録音】1959年8月22日、25日、12月21日／1960年1月15日

格調高く、ブルージーでスピリチュアルな演奏をフィーチャーした
MJQの名盤。緩急緩と三角形状に展開するタイトル曲が圧巻。

ターナーの絵画を使った美しいジャケット・カヴァーも印象的なこの作品は、ロジェ・ヴァ
ディム監督による57年の映画『大運河』のためにジョン・ルイスが書いたスコアを MJQ
が演奏したもの。映画のシーンに見事にマッチしているだけでなく、優雅な MJQ の個性
が最高に発揮されて、純粋なジャズ作品としてもこの上なく魅力的なアルバムになって
いる。翌年のダウンビート誌でも“ベスト・ジャズ作品”に選ばれた名盤中の名盤。

WPCR-29037� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『たそがれのヴェニス』
Aゴールデン・ストライカー／Bひとしれず／Cロー
ズ・トルク／D行列／Eヴェニス／F三つの窓
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）
【録音】D：1957年4月4日 ニューヨーク／A-CEF：1957年8月24日 マサ
チューセッツ州レノックス『ミュージック・イン』

映画『大運河』のためにジョン・ルイスが作曲、その成功が映画音楽に
モダン・ジャズを取り入れる契機となった格調高い名盤。

典雅な響きをもつ組曲風の〈フォンテッサ〉。16世紀頃のイタリアで上演された即興演劇に
インスパイアされた作風には、MJQ のリーダー、ジョン・ルイスの美学がもっともよく表
れているように思う。他のスタンダード曲も、MJQ ならではの均整のとれた美しさが感
じられるものばかり。アトランティックと契約を結んだ MJQ によって吹き込まれた、この
レーベルからの第1弾。彼らの最高作との評価をほしいままにしてきたアルバムである。

WPCR-29036� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『フォンテッサ』
Aヴェルサイユ／Bエンジェル・アイズ／Cフォ
ンテッサ／D虹の彼方に／Eブルーソロジー／
Fウィロウ・ウィープ・フォー・ミー／Gウディン・ユー
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）
【録音】A-DFG：1956年1月22日 ニューヨーク／E：1956年2月14日 
ニュージャージー州ハッケンサック

MJQの名前を決定的なものとしたアトランティック移籍第1弾。

“ウェザー・リポート”の中核メンバーとして、また“ザヴィヌル・シンジケート”のリーダー
として、いつも意欲的な創造を続けていったジョー・ザヴィヌルが60年代半ば、まだキャ
ノンボール・アダレイのバンドに参加していた頃に吹き込んだ、ファンキーな魅力あふれ
るアルバム。ジャズ・ロック風の〈マネー・イン・ザ・ポケット〉は、まさに感涙ものの1曲。こ
の曲をはじめ、ザヴィヌルの多才な実力がよく示された作品になっている。

WPCR-29035� [ATLANTIC]

ジョー・ザヴィヌル『マネー・イン・ザ・ポケット』
Aマネー・イン・ザ・ポケット／Bイフ／Cマイ・ワン・
アンド・オンリー・ラヴ＊／Dミッドナイト・ムード／
Eサム・モア・オブ・ダット／Fシャロンズ・ワルツ／
Gリヴァーベッド／Hデル・サッサー

＊MONO
ブルー・ミッチェル（tp）、ジョー・ヘンダーソン（ts）、クリフォード・ジョーダン

（ts）、ペッパー・アダムス（bs）、ジョー・ザヴィヌル（p）、サム・ジョーンズ（b）、
ボブ・クランショウ（b）、ルイス・ヘイズ（ds）、ロイ・マッカーディ（ds） 他

【録音】1966年2月7日　ニューヨーク

キャノンボール・アダレイのグループで頭角を現したオーストリア出身のピアニス
ト、ジョー・ザヴィヌルのアトランティック第1弾。ニューヨークで活躍する一流ジャズ
メンを贅沢に起用した豪華盤。

華麗なテクニックと小気味よいピアノ・タッチを聴かせたフィニアス・ニューボーンが、ルー
レットに移籍して吹き込んだ珠玉のトリオ・アルバム。たっぷりとテンポを落として抒情
的な美しさが浮かび上がる〈ゴールデン・イヤリングス〉。リズミックなアレンジで聴かせ
る〈キャラヴァン〉や、左手だけで弾く〈フォー・レフト・ハンド・オンリー〉など、フィニアス
ならではの個性に彩られた演奏ばかりが並んでいる。

WPCR-29034� [ROULETTE]

ピアノ・ポートレイツ・バイ・フィニアス・ニューボーンJr. 
Aスター・アイズ／Bゴールデン・イヤリングス／
Cイッツ・オールライト・ウィズ・ミー／D言い出しか
ねて／Eスウィート・アンド・ラヴリー／Fジャスト・
イン・タイム／Gキャラヴァン／Hフォー・オール・
ウィ・ノウ／I（ブルース・テーマ）フォー・レフト・ハン
ド・オンリー／Jチェルシー・ブリッジ
フィニアス・ニューボーンJr.（p）、ジョン・シモンズ（b）、ロイ・ヘインズ（ds）

【録音】1958年6月17日、18日　ニューヨーク

不世出の名ピアニスト、フィニアス・ニューボーンがルーレットに残した珠玉のピア
ノ・トリオ第1弾。感傷的なメロディで人気の「ゴールデン・イヤリングス」他、愛らし
い楽曲が並ぶ。

メロディックな中に躍動的なタッチを聴かせて、ユニークな個性をふりまいていったビ
アニストのエディ・コスタ。ジュビリーに吹き込まれた本アルバムは、そんなエディ・コス
タの初リーダー作にあたるものである。盟友のベーシスト、ヴィニー・バークのプレイも光っ
ている。〈ゲット・ハッピー〉の叩きつけるようなタッチは、まさにコスタならではのもの。

〈スウィート・アンド・ラヴリー〉では、コスタがヴァイブも披露してみせる。

WPCR-29033� [JUBILEE]

エディ・コスタ＝ヴィニー・バーク・トリオ
A魅惑のリズム／Bユニゾン・ブルース／Cス
ウィート・アンド・ラヴリー／Dレッツ・ドゥ・イット／
Eイエスタデイズ／Fパイル・ドライヴァー／Gイッ
ト・クッド・ハプン・トゥ・ユー／Hゲット・ハッピー／
Iジーパーズ・クリーパーズ
エディ・コスタ（p, vibC）、ヴィニー・バーク（b）、ニック・スタビュラス（ds）

【録音】1956年2月　ニューヨーク

中低音を使ったスタイルで知られるエディ・コスタがベーシストのヴィニー・バークと
組んだトリオの傑作。「スウィート・アンド・ラヴリー」ではヴァイブも演奏。「イエスタ
デイズ」は名演。

“バップ・ピアノの父”と呼ばれたバド・パウエル。50年代半ばからは体調を崩して、往時の
精彩がみられなくなってしまったパウエルであったが心機一転、59年にパリへ移住して
からは、少しずつペースを取り戻していったように思える。そんなパリ時代に吹き込まれ
た本作でも、パウエルはいつになく調子を上げている。〈ディア・オールド・ストックホルム〉

〈ジョードゥ〉などの人気曲もプレイ。後期パウエルを代表する名作になっている。

WPCR-29032� [REPRISE]

バド・パウエル・イン・パリ
Aハウ・ハイ・ザ・ムーン／Bディア・オールド・ストッ
クホルム／C身も心も／Dジョードゥ／Eリーツ・
アンド・アイ／Fサテン・ドール／Gパリの大通り／
H言い出しかねて／Iリトル・ベニー／［オリジナ
ルLP未収録曲］Jインディアナ／KＢフラット・ブ
ルース
バド・パウエル（p）、ジルベール・ロヴェール（b）、カール・ドネル（ds）

【録音】1963年2月　フランス、パリ

ジャズ・ピアノの巨人パウエルが、エリントンのプロデュースの下、異郷の地で残し
た晩年の傑作。ビ・バップの名曲を中心に、枯れた味わいのなかにも、絶頂期を思わ
せる渾身のプレイを繰り広げる。

タイトなビートに乗って心地よいメロディーが奏でられる〈メンフィス・アンダーグラウ
ンド〉。当時全米ポップ・チャートの上位にもランクされた、ハービー・マン最大のヒット
作である。他にもゲイリー・U.S. ボンズ〈ニュー・オリンズ〉、サム & デイヴ〈ホールド・オ
ン〉、アレサ・フランクリン〈チェイン・オブ・フールズ〉というヒット・パレード。メンフィス
の腕利きプレイヤーたちが生み出してゆくグルーヴが、いまなお眩しい。

WPCR-29031� [ATLANTIC]

ハービー・マン『メンフィス・アンダーグラウンド』
Aメンフィス・アンダーグラウンド／Bニュー・オリ
ンズ／Cホールド・オン／Dチェイン・オブ・フール
ズ／Eリパブリック讃歌
ハービー・マン（fl）、ロイ・エアーズ（vib, cgaE）、ラリー・コリエル（g）、ソ
ニー・シャーロック（g）、レジー・ヤング（g）、ボビー・イーモンズ（org）、ボビー・
ウッド（p, el-p）、トミー・コグビル（el-b）、マイク・リーチ（el-b）、ミロスラフ・ヴィ
トウス（el-bC）、ジーン・クリスマン（ds）
【録音】BD：1968年8月20日 ニューヨーク／AE：1968年8月21日 ニュー
ヨーク／C：1968年8月23日 ニューヨーク

全米ポップ・チャートを席巻したジャズ・ロック大名盤。コリエル、
シャーロックといった新世代ギタリストの活躍も光る。

ソウルフルな歌声を聴かせて“ブルースの女王”という称号も得ていたダイナ・ワシント
ン。ルーレット・レーベルに移籍して、最初に制作されたアルバムが本作である。フレッド・
ノーマンのアレンジをバックに、ふくよかな表現を聴かせるダイナの歌声は、まさにベテ
ランの味。輝かしさと力強さをもちながら、絶妙なヴォイス・コントロールで聴かせてゆ
く。翌年末に39歳という若さで亡くなってしまったダイナ、晩年の秀作。

WPCR-29046　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ダイナ・ワシントン『ダイナ’62』
Aドリンキング・アゲイン／Bデスティネイション・ムーン／Cミス・
ユー／Dア・ハンドフル・オブ・スターズ／Eイズ・ユー・イズ・オア・イズ・
ユー・エイント・マイ・ベイビー／Fユアー・ノーバディ・ティル・サムバ
ディ・ラヴズ・ユー／G夕日に赤い帆／Hホエアー・アー・ユー／Iコケッ
ト／Jテイク・ユア・シューズ・オフ・ベイビー／［オリジナルLP未収録
曲］Kメイク・ビリーヴ・ドリームス／Lサムシングス・ガッタ・ギヴ／Mア
イル・ネヴァー・ストップ・ラヴィング・ユー／Nミー・アンド・マイ・ジン
ダイナ・ワシントン（vo）、フレッド・ノーマン・オーケストラ 他

【録音】BEJ：1962年3月 ニューヨーク／CDGIK-N：1962年3月15日 ニュー
ヨーク／AFH：1962年3月18日 ニューヨーク

39歳の若さでこの世を去ったブルースの女王が、晩年のルーレット時代に放った傑
作。情感豊かなバラードからパンチの効いたスウィンガーまで自由自在に歌い上げる。

シカゴの伝説的なジャズ・クラブ“ミスター・ケリーズ”で繰りひろげられたデラ・リース
のライヴ。軽快なリズムに乗ったデラ・リースの表現は、まさに緩急自在。ブルースやゴス
ペルをベースにもつトップ・シンガーとしての実力を見せつけている。〈ハピネス・イズ・ア・
シング・コールド・ジョー〉〈ニアネス・オブ・ユー〉をはじめとする豊かなバラード表現も
素晴らしく、バックのトリオがいっそうの興趣を生み出してゆく。

WPCR-29045　　【国内初CD化】� [JUBILEE]

デラ・リース『ア・デート・ウィズ・デラ・リース』
Aサムタイムズ・アイム・ハッピー／B幸せなジョー／
Cオールモスト・ライク・ビーイング・イン・ラヴ／Dサム
ワン・トゥ・ウォッチ・オーヴァー・ミー／Eブルースの誕
生／Fペニーズ・フロム・ヘヴン／Gゲッティング・トゥ・ノ
ウ・ユー／Hイフ・アイ・フォゲット・ユー／Iオール・オブ・
ミー／Jニアネス・オブ・ユー／Kジャスト・ワン・オブ・ゾー
ズ・シングス／Lザ・パーティーズ・オーヴァー
デラ・リーズ（vo）、カーク・スチュワート（p）、ジョニー・フリゴ（b）、デイヴ・ポスコンカ（b）、ノー
ム・ジェフリーズ（ds）、ジャック・ノレン（ds）

【録音】1974年11月25日　ニューヨーク『エイヴリー・フィッシャー・ホール』でのライヴ

マヘリア・ジャクソンによって見出されたデトロイト出身の歌手が、シカゴの有名クラ
ブでピアノ・トリオをバックに歌ったリラックスした実況盤。正統派のスタイルで、デ
ラならではの個性や魅力がよく出ている。

絶頂期のクリス・コナーがニューヨークの一流クラブで繰りひろげたステージ。前半がアー
リー・ショウでスウィンギーなナンバーが主体。後半は夜も更けてからのレイト・ショウで、
じっくりと聴かせるバラード中心という構成になっている。くつろいだクラブだけあっ
て、クリス・コナーの好ましいジャズ・フィーリングの魅力がいっぱいに発散されてゆく。
当初は FM というマイナー・レーベルから世に出た、貴重なライヴ・アルバムである。

WPCR-29044� [ROULETTE]

クリス・コナー『ヴィレッジ・ゲイトのクリス・コナー』
-EARLY SHOW- Aロット・オブ・リヴィン・トゥ・ドゥ／
Bエニイプレイス・アイ・ハング・マイ・ハット・イズ・ホーム／
Cオール・オア・ナッシング・アット・オール／Dサムシング
ス・カミング／Eセントルイスからはるばると／Fオールド・
デヴィル・ムーン  -LATE SHOW- Gアイ・コンセントレイ
ト・オン・ユー／Hブラック・コーヒー／Iグッドバイ／Jオ
ンリー・ザ・ロンリー／K10センツ・ア・ダンス
クリス・コナー（vo）、ロニー・ボール（p）、マンデル・ロウ（g）、リチャード・デイヴィス

（b）、エド・ショウネシー（ds）

【録音】1963年　ニューヨーク『ヴィレッジ・ゲイト』でのライヴ

ハスキーな歌声。さわやかな色気。会場の臨場感。バックを一流
ミュージシャンで固め、心地よいムードが漂うライヴ名盤。

白人女性ジャズ・ヴォーカリストとして最高の実力と人気をもっていたクリス・コナー。ベ
ツレヘムからアトランティックに移籍して最初に吹き込んだアルバムが、この「クリス・コ
ナー」である。ハスキーな声質とコントロールのきいたクールな感覚の歌唱から、ゆたかな
抒情が広がってゆく。バックを一流プレイヤーによるコンボやオーケストラが受けもって
いて、どれもクリス・コナーの個性が十二分に引き出された名唱ばかりになっている。

WPCR-29043� [ATLANTIC]

クリス・コナー
A君にこそ心ときめく／B生きるためのもの／Cゲット・アウト・オ
ブ・タウン／D君いずこ／Eエニシング・ゴーズ／Fホエン・ザ・ウィ
ンド・ウォズ・グリーン／G私には良すぎた彼／Hユー・メイク・ミー・
フィール・ソー・ヤング＊／Iエヴリタイム／Jウェイ・アウト・ゼア／
Kマイ・エイプリル・ハート／L恋しているようだ／［オリジナル
LP未収録曲］Mサーカス＊／Nフライング・ホーム＊� ＊ MONO
クリス・コナー（vo）、ニック・トラヴィス（tp）、ズート・シムズ（ts）、ジョン・ルイス（p, 
arr）、バリー・ガルブレイス（g）、オスカー・ペティフォード（b）、ミルト・ヒントン（b）、コ
ニー・ケイ（ds）、オシー・ジョンソン（ds）、ラルフ・バーンズ（arr, cond）、オーケストラ

【録音】BFGK：1956年1月19日 ニューヨーク／ADIL：1956年1月23日 
ニューヨーク／CEHJ：1956年2月8日 ニューヨーク／MN：不明

アトランティック・レーベルに多くの傑作、名盤を残したクリス・コナーの記念す
べき第1弾。3種類の伴奏をバックに、スマートでリリカルな歌唱を聴かせる。

「ノー・カヴァー・ノー・ミニマム」に続いて制作されたビリー・エクスタイン、もう一枚の
ルーレット盤。ビリー・メイのオーケストラ・アレンジをバックに、バラードからスウィン
ギーなナンバーまで、どの曲も表情ゆたかに歌ってみせる。タイトル曲はミュージカルの
主題歌で、この頃に映画化もなされたもの。〈コテージ・フォー・セール〉や〈アイ・アポロジャ
イズ〉という過去のビッグ・ヒットをセルフ・カヴァーしているのも嬉しい。

WPCR-29042　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ビリー・エクスタイン『ワンス・モア・ウィズ・フィーリング』
Aワンス・モア・ウィズ・フィーリング／Bストーミー・ウェザー／
Cコテージ・フォー・セール／Dブルース・イン・ザ・ナイト／Eア
イ・ヒア・ア・ラプソディ／F時の過ぎゆくままに／Gザット・オー
ルド・ブラック・マジック／Hアイ・アポロジャイズ／Iアイ・ラヴ・
ユー／Jウィズ・エヴリ・ブレス・アイ・テイク／Kシークレット・
ラヴ／Lアイム・ビギニング・トゥ・シー・ザ・ライト／［オリジナル
LP未収録曲］Mエニシング・ユー・ワナ・ドゥー／Nライク・ワオ
ビリー・エクスタイン（vo）、ビリー・メイ（arr, cond） 他

【録音】ACFHJK：1960年1月28日 ロサンゼルス／BDEGIL：1960年1月
29日 ロサンゼルス／MN：1959年7月29日、30日 ニューヨーク

「ミスターB」の愛称で知られるバリトン歌手がおなじみのラヴ・ソングをせつなく歌った
大人のバラード集。ストリングス、ビッグ・バンドの伴奏で苦味走った男の魅力が横溢。

メアリー・アン・マッコールは、ウディ・ハーマン楽団などでも歌っていた実力派シンガー
のひとり。彼女のアルバムは数枚がのこされているだけなので、ジュビリーに吹き込まれ
た本作はとても貴重である。ちょっぴりハスキーでジャジーな魅力をもった好唱の数々。
タイトルに示されているように“月”にちなんだナンバーばかりを集めた企画も秀逸。ス
ロー・テンポのバラードが中心で、ゆったりした表現がとても心地よい。

WPCR-29041� [JUBILEE]

メアリー・アン・マッコール『ディトゥアー・トゥ・ザ・ムーン』
Aディトゥアー・アヘッド／Bアイ・ウィッシュド・オン・
ザ・ムーン／Cザ・ムーン・ワズ・イエロー／Dオー！ 
ユー・クレイジー・ムーン／Eムーンライト・ビカムズ・
ユー／Fムーングロウ／Gシャイン・オン・ハーヴェス
ト・ムーン／Hブルー・ムーン／Iイースト・オブ・ザ・
サン／Jノー・ムーン・アット・オール／Kイッツ・オン
リー・ア・ペイパー・ムーン／Lムーン・カントリー
メアリー・アン・マッコール（vo）、マル・ウォルドロン（p）、ジミー・レイニー（g）他

【録音】1958年3月　ニューヨーク

ビッグ・バンドの黄金時代に人気を博した個性派歌手の、月をテーマにした楽曲を集
めた企画盤。テディ・チャールスやビル・ルッソらによる編曲も多彩。味わい深い彼女
のヴォーカルを満喫できる。

西海岸ジャズの名アレンジャーとして活躍したマーティ・ペイチが存分に腕をふるった
中型ビッグ・バンド編成による59年の作品。ブロードウェイ・ミュージカルの曲を爽快な
アレンジで聴くことができるだけでなく、随所にフィーチュアされるアート・ペッパーの
ソロが光る。このあとビル・エヴァンス・トリオに参加するスコット・ラファロの参加にも
注目。「踊り子」のジャケットで有名なマニア垂涎の1枚である。

WPCR-29040� [WARNER BROS.]

マーティ・ペイチ『ブロードウェイ・ビット』
A私は御満足／Bあの娘に慣れた／Cアイヴ・ネ
ヴァー・ビーン・イン・ラヴ・ビフォー／Dアイ・ラヴ・パリ／
Eトゥー・クローズ・フォー・コンフォート／F春よりも若
く／飾りのついた四輪馬車／Gイフ・アイ・ワー・ア・ベ
ル／Hレイジー・アフタヌーン／Iジャスト・イン・タイム
マーティ・ペイチ（p, arr）、フランク・ビーチ（tp）、スチュ・ウィリアムソン（tp, v-tb）、
ジョージ・ロバーツ（tb）、ボブ・エネヴォルゼン（v-tb, ts）、ヴィンス・デローザ（fhr）、
アート・ペッパー（as）、ビル・パーキンス（ts）、ジミー・ジュフリー（bs, cl）、ヴィクター・
フェルドマン（vib, perc）、スコット・ラファロ（b）、メル・ルイス（ds）

【録音】1959年5月13日 ロサンゼルス

ご存じ、通称「踊り子」で知られるペイチの人気盤。アート・ペッパーをはじめとする
名手を迎え、スタンダードを題材に、洗練されたビッグ・バンド・サウンドを展開。

独創性あふれるアレンジを生涯にわたって書き続けたギル・エヴァンスが、70年代に吹き
込んだビッグ・バンド・ジャズの大傑作盤。チューバやホルン、シンセサイザーなどを縦横
に駆使したカラフルなサウンドもさることながら、手作り感覚あふれるペンさばきが生
み出す大胆でスリリングなオーケストレイションがたまらない。デヴィッド・サンボーン
以下、そうそうたるメンバーたちが繰り出すソロにも文句なく興奮させられる。

WPCR-29039� [ATLANTIC]

ギル・エヴァンス『スヴェンガリ』
Aサラブレッド／Bブ ル ー ス・イン・オービット／
C#11／D渇望の涙／Eサマータイム／Fジー・ジー
ギル・エヴァンス（p, el-p, arr, cond.）、スーザン・エヴァンス（perc）、テッド・
ダンバー（g）、ハーブ・ブシュラー（el-b）、ブルース・ディトマス（ds）、デイヴィッ
ド・サンボーン（as）、ビリー・ハーパー（ts, fl）、ハンニバル・マーヴィン・ピー
ターソン（tp）、テックス・アレン（tp）、リチャード・ウィリアムス（tp）、ジョー・
デイリー（tb, tu）、シャロン・フリーマン（fhr）、ピーター・レヴィン（fhr）、トレ
ヴァー・ケーラー（bs, ss, fl）、ハワード・ジョンソン（tu, bs, flh）、デヴィッド・ホ
ロヴィッツ（synt）

【録音】1973年5月30日 ニューヨーク『トリニティ・チャーチ』、6月30日 
ニューヨーク『フィルハーモニック・ホール』でのライヴ

最強の布陣を誇ったギル・エヴァンス・オーケストラの70年代を代表
する三大アルバムのひとつ。ニューヨークにおける熱狂のライヴ。

国内初CD化

国内初CD化

国内初CD化



〈アイ・ラヴズ・ユー・ポーギー〉のヒットをはなってスター・シンガーへの道を歩みはじめ
たニーナ・シモンにとって、新たなステップの始まりにもなったタウン・ホールでのコン
サート。ピアノの椅子に座り、ブルージーな作品からフォーク、トラッド・ナンバーまで、
ひとつひとつのフレーズを噛みしめるように歌い、弾きながら聴かせてゆく。聴衆に大き
な感銘を与えたこの夜の雰囲気を手にとるように味わうことのできるライヴ盤。

マーキュリーからルーレットに移籍したサラ・ヴォーンが吹き込んだ、このレーベルから
の第1弾。バラード表現の素晴らしさにスポットが当てられた作品で、ロマンティックな
雰囲気とともにサラの説得力をもった歌声の素晴らしさに酔うことができる。タイトル
曲はエロール・ガーナーがメロディーを書いた秘曲。めったに歌われることのないナンバー
をトップにもってきているあたりからも、サラの自信のほどがよく窺えよう。

チャーミングな歌声とともにジャジーなフィーリングをいっぱいにふりまいていったビ
ヴァリー・ケニー。これは28歳という若さで世を去ってしまった彼女が55年、ルーストに
吹き込んだデビュー作である。おなじみのスタンダードに混じって、〈ティス・オータム〉〈ジ
ス・リトル・タウン・イズ・パリ〉のように渋い曲が含まれていて、これがまたいい。人気ギ
タリスト、ジョニー・スミスのカルテットも極上のサポートぶりをみせている。

ギターとベースだけのシンプルなバックを得て、サラ・ヴォーンがしっとりした歌声を聴
かせてくれる。タイトルどおりに夜も更けたクラブのような、くつろいだ雰囲気がよく感
じられる作品。それでもサラならではの確かな表現力の魅力は変わらない。それだけでな
く、簡素ともいえる響きの中から、彼女の微妙な感情の襞や細やかなニュアンスのような
ものがよく伝わってくる。サラのファンには必聴の名盤になっている。

聴くものの魂を激しくゆさぶる、ニーナのスピリチュアルな世界。ピ
アノ・トリオで作り上げていく名門ホールでの初期ライヴ名盤。

ジャズ史上に残る不世出の歌手サラのルーレット移籍第1弾。ピアノの名手ジミー・
ジョーンズのオーケストラをバックに、数々の名曲をゴージャスに唄い上げた名盤。

いまも絶大な人気を誇る永遠の歌姫、ビヴァリー・ケニーのルースト3部作の記念す
べき第1弾。ギターの名手ジョニー・スミスのコンボをバックに、さわやかな声質で清
涼感のある歌声を聴かせる。

迫力満点のヴォイスから微妙なニュアンスまで表現した稀代の歌姫。ギ
ターとベースのみの伴奏で名曲を綴った、ルーレット時代の代表作。

WPCR-29047� [COLPIX]

ニーナ・シモン・アット・タウン・ホール
Aブラック・イズ・ザ・カラー・オブ・マイ・トゥルー・ラヴズ・ヘ
ア／Bエグザクトリー・ライク・ユー／Cジ・アザー・ウーマ
ン／Dアンダー・ザ・ロウエスト／Eユー・キャン・ハヴ・ヒ
ム／Fサマータイム（インストゥルメンタル）／Gサマータ
イム（ヴォーカル）／Hコットン・アイド・ジョー／Iリターン・
ホーム／Jワイルド・イズ・ザ・ウィンド／Kファイン・アンド・
メロー

ニーナ・シモン（vo, p）、ジミー・ボンド（b）、アル・ヒース（ds）

【録音】1959年9月12日　ニューヨーク『タウン・ホール』でのライヴ

WPCR-29049　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『ドリーミー』
Aドリーミー／Bハンズ・アクロス・ザ・テーブル／
Cザ・モア・アイ・シー・ユー／Dアイル・ビー・シー
イング・ユー／Eスター・アイズ／Fユーヴ・チェン
ジド／Gツリーズ／Hホワイ・ワズ・アイ・ボーン／
Iマイ・アイディアル／Jクレイジー・ヒー・コール
ズ・ミー／Kストーミー・ウェザー／Lマイアミの月
サラ・ヴォーン（vo）、ジミー・ジョーンズ・オーケストラ、ハリー・スウィーツ・エ
ディソン（tp）、ロンネル・ブライト（p, celeste）他

【録音】1960年4月19日　ニューヨーク

WPCR-29048� [ROOST]

『ビヴァリー・ケニー・シングス・フォー・ジョニー・スミス』
A飾りのついた四輪馬車／Bティス・オータム／Cルッキング・
フォー・ア・ボーイ／Dアイル・ノウ・マイ・ラヴ（グリーンスリーヴ
ス）／Eデスティネイション・ムーン／Fボール・アンド・チェイ
ン（スウィート・ロレイン）／Gオールモスト・ライク・ビーイング・
イン・ラヴ／H星へのきざはし／Iゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・
アナザー・ユー／Jジス・リトル・タウン・イズ・パリ／Kモーズ・ブ
ルース／Lスナッグルド・オン・ユア・ショルダー
ビヴァリー・ケニー（vo）、ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p）、ジョージ・ルーマ
ニ（b）、ジェリー・シーガル（ds）

【録音】1955年　ニューヨーク

WPCR-29050� [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『アフター・アワーズ』
Aマイ・フェイヴァリット・シングス／Bさよならを言
う度に／Cワンダー・ホワイ／Dイージー・トゥ・ラ
ヴ／Eソフィスティケイテッド・レディ／Fグレイト・
デイ／Gイル・ウィンド／H楽しい恋なら／Iイン・
ア・センチメンタル・ムード／Jヴァニティ
サラ・ヴォーン（vo）、マンデル・ロウ（g）、ジョージ・デュヴィヴィエ（b）

【録音】1961年7月18日　ニューヨーク

　1947年10月、駐米トルコ大使の息子でイスタンブール生まれのトルコ人、アーメット・
アーティガンと、歯科医を目指していたブルックリン生まれのアメリカ人、ハーブ・エイ
ブラムスンの2人によって設立。最初はリズム＆ブルース専門のマイナー・レーベルとしてスタート、モダン・ジャズの名門レー
ベルとなったのは、アーメットの実兄ネスヒ・アーティガンが運営に参加するようになった1955年以降である。
　それまでアトランティックは、シングル盤や EP 盤でのヒットを狙っていたが、ネスヒの参画で、方針を変更、アルバム中心
の制作に切り替えた。当時流行のウエスト・コースト・ジャズ、レニー・トリスターノやリー・コニッツといった白人のクール・ジャ
ズを積極的に手がけるようになる。
　1956年、モンティ・ケイの紹介で、モダン・ジャズ・カルテットがプレスティッジから移籍すると、ネスヒは多くのミュージシャ
ンから絶大な信頼を獲得するようになる。その結果、チャールス・ミンガス、ジョン・コルトレーン、オーネット・コールマンといっ
たモダン・ジャズ史上、燦然と輝く巨人たちの名盤を数多く世に送り出すことに成功したのであった。ネスヒは、肌の色の違い
でミュージシャンを差別することなく、白人でも黒人でも、優れた才能をもつ新人に多くの録音の機会を与えた。ショーティー・
ロジャース、ジミー・ジュフリー、歌手ではレイ・チャールズ、クリス・コナー、メル・トーメらが録音を残している。
　プレスティッジから移籍したジョン・コルトレーンは、『ジャイアント・ステップス』と『マイ・フェイヴァリット・シングス』
という2大名盤を残し、ジョン・ルイスの進言で契約したオーネット・コールマンは、『ジャズ来るべきもの』や『フリー・ジャズ』
といった歴史的名盤をアトランティックに残した。
　60年代に入ると、ネスヒの信頼を得たジョエル・ドーンが入社。彼が中心となってソウル・ジャズのヒットを発表する。モー
ドやフリーの流行など、ジャズ界に大きな変化が訪れたが、アトランティックはもともとリズム＆ブルースに強いレーベルで
あったことを生かし、ハービー・マンが『カミン・ホーム・ベイビー』のヒットを放つ。その他、アート・ファーマー＆ジム・ホール
のカルテット、若きキース・ジャレットやジャック・ディジョネットを含むチャールス・ロイドのカルテットなど、60年代の後
半以降も、時代を象徴するジャズ作品を数多く世に送り出したのであった。1967年、アトランティックはワーナーミュージック・
グループの傘下に吸収されたが、その後も、多くのジャズの名盤が残されている。

　1958年、同名映画会社のレコード部門として設立。ジャズ専門のレーベルではないので、より広い大衆向けの作品が中心。具
体的にはマーティ・ペイチのビッグ・バンド（2枚）や、トロンボーン、サックス、ギターなど、同種楽器のアンサンブルを特徴と
した「INC」シリーズ、ポール・デスモンドの大名盤『ファースト・プレイス・アゲイン』をはじめ、チコ・ハミルトン、モリス・ナン
トンの作品がマニアを中心に根強い人気を誇っている。

　1961年１月、大歌手フランク・シナトラが、カリフォルニア州バーバンクで設立した自主レーベル。シナトラはキャピトルと
の契約がまだ残っていたが、売れ線の録音を強要されることを嫌って移籍を決意、当初はヴァーヴをＭＧＭから買収すること
も考えたがうまくいかず、結局自分のレーベルを設立したのだった。
　シナトラの意向を反映して基本的にスタンダード・ヴォーカル中心のレーベルで、シナトラ自身の作品も多く、シナトラ一
家のディーン・マーティン、サミー・デイヴィス・ジュニアのアルバムも人気盤となっているが、ジャズの録音も数多く残され
ている。シナトラの依頼で、デューク・エリントンがプロデュースしたジャズ作品（バド・パウエル、ダラー・ブランド）もある。
　具体的なジャズ・アーティストとして、デューク・エリントンとカウント・ベイシーの両巨頭を筆頭に、ベン・ウェブスター、フランク・
ロソリーノ、チコ・ハミルトン、ショーティー・ロジャース、ジミー・ウィザースプーン、エロール・ガーナー、ジャック・シェルドンなど。
　1963年初頭、シナトラは、このレーベルの株式の２/ ３をワーナー・ブラザーズに売却するが、その後も設立者の意向を反映
して、ジャズ系の録音も残された。ただ時代を反映して、ポップ志向のジャズが多いのが特徴である。

ATLANTIC

WARNER 
BROS.

REPRISE

  レーベル紹介 ❶

“モダン・ピアノの父”と呼ばれた天才バド・パウエルの絶頂期の姿がとらえられている傑
作アルバム。テクニックはもちろん、乗りまくったときのパウエルの凄さが、フレーズの
ひとつひとつから滲み出してくる。いっぽうで〈アイ・シュッド・ケア〉〈エヴリシング・ハ
プンズ・トゥ・ミー〉などのバラードでみせる、深い陰影をたたえた抒情あふれるタッチ。
真のリリシズムに塗りたくられた、パウエルならではの孤高の表現が最高だ。

ジャッキー・マクリーンによってジュビリーに吹き込まれた、もう一枚の名盤。盟友ウェ
ブスター・ヤングとともに、まだ16歳だったチューバ奏者のレイ・ドレイパーを加えた3
管編成が特徴。そのドレイパーのオリジナル〈フィリーデ〉と〈トゥー・サンズ〉は、哀愁を
帯びたメロディー・ラインがとても印象深い。バラードの〈ホワット・グッド・アム・アイ・ウィ
ズアウト・ユー〉も、愁いをもつ響きが心に染みわたる一曲になっている。

56年に吹き込まれたソニー・スティットの、もう一枚のワン・ホーン・アルバム。名高い「ソ
ニー・スティット・プレイズ」に対して“ウラ名盤”的なニュアンスをもっているのは、リズ
ム・セクションの顔ぶれの違いによるものかもしれない。もちろんスティット自身は絶好
調。〈ビコーズ・オブ・ユー〉のようなポップ曲も、鮮やかにスウィンギーなバップ演奏の素
材として料理してみせる。哀愁を帯びた〈ハーレム・ノクターン〉も悪くない。

「マンデイ・ナイト・アット・バードランド」の翌週の月曜日に繰りひろげられた、もうひと
つのジャム・セッションのステージ。ハード・バップの中核プレイヤーへと成長をとげて
ゆくメンバーたちが、まさに火の玉。熱いエネルギーをいっぱいに発散させてみせている。
とくに豊かなアイディアを繰り出すリー・モーガンのプレイに注目。彼のソロを筆頭に、
ニューヨークの一流クラブがたまらないグルーヴに包まれてゆく。

「ピアノ・ポートレイツ」に続くフィニアス・ニューボーン、もう一枚のルーレット吹き込み。
ここでもスタンダード・ナンバーを中心に、歯切れよいプレイを聴かせてくれるいっぽう
でブルージーな味わいももっているフィニアスの演奏。タッチの明快さとはうらはらに、
どこかに翳りを感じさせるあたりが、フィニアスならではの持ち味といえるだろう。そん
なフィニアスのピアニスティックな個性を最高に味わうことができる一作である。

気心の知れた仲間をリズム・セクションに迎えて、スティットがリラックスして吹きまくっ
ている。ここでは4曲でアルト、6曲でテナーを吹いているが、テナー・サックスを持って
もスティットののびやかな個性は変わらない。〈ハッピー・フェイセス〉〈フット・タッパー〉
などのオリジナル・ブルースでのスティットのソロは、まさにバップ・フレーズの洪水。好
調時のスティットの素晴らしさを見せつけてくれている。

ピアノ・トリオの金字塔であり、バド・パウエルの最高傑作としてもお
馴染みのルースト大名盤。

哀愁のアルト奏者マクリーンが、珍楽器チューバを含む３管編成で挑
んだハード・バップ人気盤。

ソニー・スティットはルーストに多くの作品を残したが、これは50年代後半に残された
人気盤。チャーリー・パーカーゆかりのスタンダードを中心にのびのびと吹いている。

ハード・バップ黄金時代、新進気鋭の若獅子たちが名門クラブに集結した豪華絢爛
たるジャム・セッションの続編。モブレー、モーガン、フラーらが気合いの入ったソロ
を聴かせる。

ピアノの鬼才フィニアスが50年代ルーレットに残したピアノ・トリオ人気
盤のひとつ。親しみやすい選曲とわかりやすい演奏、ジャケットも秀逸。

ビ・バップの名サックス奏者がワン・ホーン・カルテットで録音した隠れた秀作。有
名スタンダードからオリジナル・ブルースまで、よどみないソロが堪能できる。

WPCR-29051� [ROOST]

バド・パウエル『バド・パウエルの芸術』
A四月の思い出／Bインディアナ／C誰かが私を愛してる／Dアイ・シュッド・ケ
ア／Eバッズ・バブル（リトル・ベニー、クレイジオロジー）／Fオフ・マイナー／G首
尾よくいけば／Hエヴリシング・ハプンズ・トゥ・ミー／Iエンブレイサブル・ユー／
Jバート・カヴァーズ・バド（ビーン・アンド・ザ・ボーイズ）／Kマイ・ハート・ストゥッ
ド・スティル／Lユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カム・ホーム・トゥ／Mバグス・グルー
ヴ／Nマイ・デヴォーション／O星影のステラ（ピアノ・ソロ）／Pウディン・ユー
A-H:バド・パウエル（p）、カーリー・ラッセル（b）、マックス・ローチ（ds）

【録音】1947年1月10日　ニューヨーク

I-P:バド・パウエル（p）、ジョージ・デュヴィヴィエ（b）、アート・テイラー（ds）
【録音】1953年9月　ニューヨーク

WPCR-29053� [JUBILEE]

ジャッキー・マクリーン・セクステット『ファット・ジャズ』
Aフィリーデ／Bミリーズ・パッド／Cトゥー・サン
ズ／Dホワット・グッド・アム・アイ・ウィズアウト・
ユー／Eチューン・アップ／
ジャッキー・マクリーン（as）、ウェブスター・ヤング（tp）、レイ・ドレイパー（tu）、
ギル・コギンズ（p）、ジョージ・タッカー（b）、ラリー・リッチー（ds）

【録音】1957年12月27日　ニューヨーク

WPCR-29055� [ROOST]

ソニー・スティット『37ミニッツ・アンド・48セカンズ』
Aビコーズ・オブ・ユー／Bブルー・ムーン／Cウィ
ンディ・ライド／Dバット・ノット・フォー・ミー／Eホ
ワット・イズ・ジス・シング・コールド・ラヴ／Fハーレ
ム・ノクターン／Gスイート・ジョージア・ブラウン／
Hブルース・フォー・ヤード／Iスクラップル・フロ
ム・ジ・アップル
ソニー・スティット（as）、ドロ・コーカー（p）、エドガー・ウィリス（b）、ケニー・デ
ニス（ds）

【録音】1956年末　または　1957年1月23日　ニューヨーク

WPCR-29052� [ROULETTE]

リー・モーガン＆カーティス・フラー『アナザー・マンデイ・ナイト・アット・バードランド』
Aイッツ・ユー・オア・ノー・ワン／Bジャンフ／Cナッ
トヴィル／Dウィー
リー・モーガン（tp）、カーティス・フラー（tbA抜ける）、ハンク・モブレー（ts）、
ビリー・ルート（ts, bs）、レイ・ブライアント（p）、トミー・ブライアント（b）、スペッ
クス・ライト（ds）

【録音】1958年4月28日　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

WPCR-29054� [ROULETTE]

フィニアス・ニューボーンJr.『アイ・ラヴ・ア・ピアノ』
AA列車で行こう／Bジー・ベイビー・エイント・アイ・
グッド・トゥ・ユー／C浮気はやめた／Dアイヴ・ガッ
ト・ザ・ワールド・オン・ア・ストリング／E真夜中の太陽
は沈まず／Fリアル・ゴーン・ガイ／Gアンディサイ
デッド／Hアイヴィー・リーグ・ブルース／Iラヴ・アン
ド・マリッジ／Jギヴ・ミー・ザ・シンプル・ライフ
フィニアス・ニューボーンJr.（p）、ジョン・シモンズ（b）、ロイ・ヘインズ（ds）

【録音】1959年10月26～29日　ニューヨーク

WPCR-29056� [ROOST]

ザ・サキソフォンズ・オブ・ソニー・スティット
Aハッピー・フェイセス／Bアム・アイ・ブルー？／
Cアイル・ビー・シーイング・ユー／D君微笑めば／
E小さなスペインの町で／Fゼム・ゼア・アイズ／
Gバック・イン・ユア・オウン・バックヤード／Hフッ
ト・タッパ ー ／G時には母 のない 子 のように／
Jシャドー・ワルツ／Kウインド・アップ
ソニー・スティット（as, ts）、ジミー・ジョーンズ（p）、不明（b）、チャーリー・パー
シップ（ds）

【録音】1958年4月2日　ニューヨーク

国内初CD化



即興的なアドリブ・ソロとアレンジを絶妙なバランスで併存させながら、魅力的なサウン
ドを生み出していったグループが“ジャズ・ラブ・クインテット”だった。そんなバンドの
知性あふれるセンスがよく捉えられている一枚。ジジ・グライスの代表曲〈ブルー・ライツ〉
も収録。ドナルド・バードのペンになる〈エクスタシー〉の哀感に満ちたテーマも美しい。
実力の割には短命に終わってしまったグループが残した貴重な一作である。

WPCR-29064� [JUBILEE]

ドナルド・バード＆ジジ・グライス『ジャズ・ラブ』
Aブルー・ライツ／Bオニオン・ヘッド／Cロマン
ティックじゃない／Dバット・ランド／Eバングー
ン／Fイマジネーション／Gエクスタシー
ドナルド・バード（tp）、ジジ・グライス（as）、ハンク・ジョーンズ（p）、ポール・チェ
ンバース（b）、アート・テイラー（ds）

【録音】1957年8月9日　ニューヨーク

ハード・バップ黄金時代の知性派2人が結成した幻のグループ。「バングー
ン」はかつて「アリソンズ・アンクル」の曲名で発表されたこともある。

ゴスペル・コーラスを従えた、前半の5曲。祈りにも似たタイトル・ナンバーをはじめとす
るカークのオリジナルと、〈マイ・シェリー・アモール〉などのポップ曲が雑然と、しかし違
和感なく並んでいるところがカークらしい。後半は68年ニューポートのライヴ・ステージ
で、エモーションが爆発する〈ワン・トン〉とともに、3曲をメドレーで繋いだ〈ア・トリビュー
ト・トゥ・ジョン・コルトレーン〉が大きな聴きものになっている。

WPCR-29063� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『ヴォランティアード・スレイヴリー』
Aヴォランティアード・スレイヴリー／Bスピリッツ・アップ・アバヴ／Cマ
イ・シェリー・アモール／Dサーチ・フォー・ザ・リーズン・ホワイ／Eアイ・セ
イ・ア・リトル・プレイヤー／Fローランズ・オープニング・リマークス／Gワ
ン・トン／Hオヴェーション＆ローランズ・リマークス／Iア・トリビュート・
トゥ・ジョン・コルトレーン［a.ラッシュ・ライフ b.アフロ・ブルー c.ベッシー
ズ・ブルース］／Jスリー・フォー・ザ・フェスティヴァル
ローランド・カーク（ts, fl, nose-fl, manzello, stritch, gong, whistle, vo）、チャー
ルズ・マギー（tp）、ディック・グリフィン（tb）、ロン・バートン（p）、ヴァーノン・マーティン

（b）、ソニー・ブラウン（ds）、ジミー・ホップス（ds）、チャールズ・クロスビー（ds）
【録音】F-J：1968年7月7日 ロードアイランド州ニューポート『ニューポート・ジャズ・
フェスティヴァル』でのライヴ／A-E：1969年7月22、23日 ニューヨーク

アレサ・フランクリンのカヴァーで知られるカークの代表作。後半はニュー
ポート・ジャズ祭のライヴで、コルトレーンに捧げた演奏が迫力満点。

ジャズ・ファンだけでなく、当時のロック・ファンの心をもとらえて、熱狂的ともいえる衝
撃を与えていったチャールス・ロイド・カルテット。67年1月、ヒッピー・ムーヴメントの
象徴だったサンフランシスコ“フィルモア・オーディトリアム”での熱狂的なステージの
模様が収められている。まだ新人（！）としてジャズ・シーンにデビューを飾ったばかりの
キース・ジャレット、ジャック・ディジョネットのプレイが、今もまぶしい。

WPCR-29062� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド・カルテット『ラヴ・イン』
Aトライバル・ダンス／Bテンプル・ベルズ／Cイ
ズ・イット・リアリー・ザ・セイム？／Dヒア・ゼア・アン
ド・エヴリホエア／Eラヴ・イン／Fサンデイ・モー
ニング／Gメンフィス・デューズ・アゲイン／アイラ
ンド・ブルース
チャールス・ロイド（ts, fl）、キース・ジャレット（p）、ロン・マクルーア（b）、ジャッ
ク・ディジョネット（ds）

【録音】1967年1月27日　サンフランシスコ『フィルモア・オーディトリアム』で
のライヴ

サイケなジャケットでも大人気の傑作。ジャズとロックの垣根を越えたロイドがヒッ
ピー・ムーヴメントの最盛期に、あのロックの殿堂で繰り広げた伝説の名ライヴ。

いつも冒険心を失うことがなかったジョン・コルトレーンが、フリー・ジャズの新星、オー
ネット・コールマンの音楽へのアプローチを試みた興味深い一作。ドン・チェリー、チャー
リー・ヘイデン、エド・ブラックウェルというオーネット・グループのメンバーをそのまま
借りて、オーネットの音楽に身を投じながら、自身のプレイの可能性を模索してゆくコル
トレーン。その前向きで真摯な姿勢に心打たれる一作である。

WPCR-29061� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン＆ドン・チェリー『アヴァンギャルド』
Aチェリコ／Bフォーカス・オン・サニティ／Cブ
レッシング／Dインヴィジブル＊／Eベムシャ・スイ
ング

＊MONO
ジョン・コルトレーン（ts, ss）、ドン・チェリー（tp）、チャーリー・ヘイデン（b）、
パーシー・ヒース（b）、エド・ブラックウェル（ds）

【録音】1960年6月28日、7月8日

コルトレーンとドン・チェリーの果敢な挑戦！ 
心から自由な対話を繰り広げた異色の傑作。

もっとも普遍的なジャズ演奏の素材であるブルースばかりをとりあげて、コルトレーン
が斬新なプレイを繰りひろげてみせる。無限のヴァリエイションへと突き進んでゆく〈ブ
ルース・トゥ・ユー〉や〈ミスター・デイ〉。ソプラノ・サックスを手に演じられる〈ブルース・
トゥ・ベシェ〉や〈ミスター・シムス〉の豊かな均衡美。さまざまな音列を自在に使いながら
独自のユニークなアプローチを聴かせるプレイが、じつに新鮮である。

WPCR-29060� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『コルトレーン・プレイズ・ブルース』
Aブルース・トゥ・エルヴィン／Bブルース・トゥ・ベシェ／Cブ
ルース・トゥ・ユー／Dミスター・デイ／Eミスター・シムス／
Fミスター・ナイト／［オリジナルLP未収録曲］Gアンタイト
ルド・オリジナル（エキゾチカ）／Hブルース・トゥ・エルヴィン

（オルタネイト・テイク1）／Iブルース・トゥ・エルヴィン（オ
ルタネイト・テイク3）／Jブルース・トゥ・ユー（オルタネイト・
テイク1）／Kブルース・トゥ・ユー（オルタネイト・テイク2）
ジョン・コルトレーン（ssBE, ts）、マッコイ・タイナー（pAD-F）、スティーヴ・
デイヴィス（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）

【録音】1960年10月24日　ニューヨーク

ブルースを題材に、実験的試みを繰り広げたレギュラー・カルテット
を代表する人気盤。

スペイン革命のメロディーをもとに、ソプラノを吹くコルトレーンを中心にエキゾチシ
ズムあふれるソロが繰りひろげられてゆくタイトル曲〈オレ！〉。2本のベースを従えた編
成によって、いやが上にも濃密なスパニッシュ・ムードが盛り上がってゆく。コルトレーン・
カラーに塗りたくられたブルース〈ダホメ・ダンス〉や、深遠なバラード・プレイが聴かれ
る〈アイシャ〉。ハバード、ドルフィーらの鮮烈なソロも強く印象にのこる。

WPCR-29059� [ATLANTIC]

ジョン・コルトレーン『オレ！』
Aオレ!／Bダホメ・ダンス／Cアイシャ／［オリジナ
ルLP未収録曲］Dトゥ・ハー・レディシップ（オリジナ
ル・アンタイトルド・バラード）
ジョン・コルトレーン（ssAD ,  tsB-D）、エリック・ドルフィー（asB-D , 
flAD）、フレディ・ハバード（tp）、マッコイ・タイナー（p）、アート・デイヴィス

（bABD）、レジー・ワークマン（bA-C）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）
【録音】1961年5月25日　ニューヨーク

2人のベース奏者を迎え、スパニッシュ・モード満点の表題曲が感動的なアト
ランティック最終作。若きハバードと変名で参加のドルフィーの活躍も光る。

アトランティック・レーベルと契約を結んで新しいステップを踏み出したジョン・コルト
レーンと、MJQ の中心的メンバーだったミルト・ジャクソン。そんなふたりの共演による、
リラックスしたムードあふれる楽しいアルバムである。ミルト作になるブルージーな魅
力あふれるタイトル曲や〈ザ・レイト・レイト・ブルース〉をはじめ、どの曲でもコルトレー
ンとミルト・ジャクソンが、それぞれの個性をのびやかに発揮してみせている。

WPCR-29058� [ATLANTIC]

ミルト・ジャクソン＆ジョン・コルトレーン『バグス＆トレーン』
Aバグス＆トレーン／Bスリー・リトル・ワーズ／
Cナイト・ウィ・コールド・イット・ア・デイ／Dビ・バッ
プ／Eザ・レイト・レイト・ブルース／［オリジナル
LP未収録曲］F星へのきざはし／Gブルース・レガ
シー／Hセンターピース
ジョン・コルトレーン（ts）、ミルト・ジャクソン（vib）、ハンク・ジョーンズ（p）、
ポール・チェンバース（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1959年1月15日

ジャズ・ヴァイブの最高峰と、マイルス・グループでの活躍で進境著し
いコルトレーンの共演が実現した人気盤。

「セルダン・パウエル」に続いて56年、ルーストに吹き込まれた、数少ない彼のリーダー作
の一枚。フレディ・グリーンらの好ましいリズムとともに、パウエルは乗りの良いソロを
展開。流れるようにスムースなキーワークとともにスウィンガーぶりを見せつけている。
説得力あふれるバラード・プレイも素晴らしい。もうひとりのフロントとして参加してい
るトロンボーンの名手、ジミー・クリーヴランドの溌剌たるプレイも聴きものである。

WPCR-29057� [ROOST]

セルダン・パウエル・セクステット
Aウッディン・ユー／Bシーズ・ファニー・ザット・ウェイ／Cロ
リー・ギャグ／Dミッシーズ・メロディ／Eアイル・クローズ・マ
イ・アイズ／Fイレヴンス・アワー・ブルース／Gアンディサ
イデッド／Hア・フラワー・イズ・ア・ロンサム・シング／Iイッ
ツ・ア・クライン・シェイム／Jスリーピー・タイム・ダウン・サウ
ス／Kバトン・ノーズ／Lビスキット・フォー・ダンキャン
セルダン・パウエル（ts）、ジミー・クリーヴランド（tb）、ローランド・ハナ（p）、フ
レディ・グリーン（g）、アーロン・ベル（b）、オシー・ジョンソン（ds）、ガス・ジョン
ソン（dsCGJL）

【録音】1956年　ニューヨーク

マニア好みのテナー奏者がルーストに残した2枚の人気盤のうち、ジミー・
クリーヴランド参加の秀作。いかにも黄金時代のモダン・ジャズらしい名盤。

ニューヨーク・デビューを飾ったオーネット・コールマンのオリジナルの中でも、もっと
も物議をかもしたのが“淋しい女”。早くからオーネットの才能を評価していたジョン・ル
イスは、この作品に斬新かつドラマチックなアレンジをほどこしている。抽象化された響
きの中から、メンバーひとりひとりの個性が鮮やかに浮かび上がってくる演奏のほか、こ
こでしか聴けない MJQ のレパートリーが多く含まれているのも魅力である。

WPCR-29072� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『淋しい女』
A淋しい女／Bアニマル・ダンス／Cニューヨーク
19／Dベルキス／Eどうして淋しいの／Fフガー
ト／Gラム・レオパード／Hトリエステ
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）
【録音】H：1962年1月24日 ニューヨーク／A：1962年1月25日 ニュー
ヨーク／BC：1962年1月29日 ニューヨーク／DEFG：1962年2月2日 
ニューヨーク

物憂げな曲想で知られる表題曲をカヴァーした1962年の傑作。躍動感溢れる「ア
ニマル・ダンス」や情感豊かなバラード「ニューヨーク19」など話題曲も多数収録。
レギュラー・グループとしての発展と成長を記録した名盤。

マサチューセッツ州レノックスで50年代後半の夏に開かれていた「スクール・オブ・ジャズ」。その
第2回にあたる58年に録音された演奏から、ディレクターのジョン・ルイス率いる MJQ と、ゲスト
参加したソニー・ロリンズとの共演ステージを収めている。MJQ 単独の4曲も良いが、すでにトッ
プ・テナーとしての評価を確立しつつあったロリンズとの共演2曲が、とてもスリリング。豪快な個
性をいっぱいにふりまいてゆくロリンズとともに、鮮やかなコラボレイションの妙が味わえる。

WPCR-29071� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット・ウィズ・ソニー・ロリンズ
Aメドレー［a）スターダスト b）言い出しかねて 
c）ラヴァー・マン］／Bヤードバード組曲／Cミッ
ドサマー／Dフェスティヴァル・スケッチ／Eバグ
ス・グルーヴ／Fチュニジアの夜
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）、ソニー・ロリンズ（tsEF）
【録音】A-D：1958年8月3日 マサチューセッツ州レノックス『ミュージック・イ
ン』でのライヴ／EF：1958年9月3日 マサチューセッツ州レノックス『ミュー
ジック・イン』でのライヴ

秀逸なジャケット、極めつけのバラード・メドレー、ロリンズが加わった2曲で定評ある
MJQの人気盤。全編にわたって見事な構成美と高い完成度を誇る演奏を展開。

「Vol.1」と同日のステージを収めた続編アルバム。こちらは名人のドラム・ソロが大きく
フィーチュアされる。〈チューン・アップ〉では前半スティック、後半はブラッシュに持ち
替えてのソロの共演が鮮やか。〈チュニジアの夜〉はメロディー楽器なしにブレイキー、パー
シップ、エルヴィン・ジョーンズの3人がビ・バップの名曲にアプローチをおこなった意欲
的な演奏。華やかな“ドラマーの饗宴”の一夜である。

WPCR-29070� [ROULETTE]

アート・ブレイキー、チャーリー・パーシップ、エルヴィン・ジョーンズ、フィリー・ジョー・
ジョーンズ『ドラム・ナイト・アット・バードランド Vol.2』
Aチューン・アップ：ドラム・ソロ交換／Bフィリー・ジョー・ジョーンズのソ
ロ／Cチャーリー・パーシップのソロ／Dエルヴィン・ジョーンズのソロ／
Eフィリー・ジョー・ジョーンズのソロ／Fチャーリー・パーシップのソロ／
Gエルヴィン・ジョーンズのソロ／Hフィナーレ／Iチュニジアの夜に基づ
くドラム合戦／Jエルヴィン・ジョーンズのソロ／Kドラム合戦／Lチャー
リー・パーシップのソロ／Mエルヴィン・ジョーンズのソロ／Nドラム合戦
アート・ブレイキー（ds）、チャーリー・パーシップ（ds）、フィリー・ジョー・ジョーンズ（ds）、エルヴィン・ジョーン
ズ（ds）、チャールズ・グリーンリー（tb）、ソニー・レッド（as）、トミー・フラナガン（p）、ロン・カーター（b）

【録音】1960年4月25日　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

名門ジャズ・クラブ『バードランド』で開催されたスリリングなドラム合戦の続編。
ブレイキー、フィリー・ジョー、エルヴィンらの共演が楽しめる貴重なディスク。

ニューヨークの名門クラブ“バードランド”で繰りひろげられた、モダン・ドラマーの祭典。
ドラム・メイカーのグレッチがスポンサーになって、毎年一回おこなわれていた“グレッチ・
ドラム・ナイト”の第4回にして最終となったステージの模様をとらえている。心躍るエキ
サイティングな演奏。単なるドラム合戦というだけでなく、ホーン陣やトミー・フラナガ
ンのピアノ・ソロも十分フィーチュアされるあたりも、このステージの楽しさだ。

WPCR-29069� [ROULETTE]

アート・ブレイキー、チャーリー・パーシップ、エルヴィン・ジョーンズ、フィリー・
ジョー・ジョーンズ『ドラム・ナイト・アット・バードランド』
Aウィー・ドット／Bフォーズ（4小節交換）／Cフィリー・ジョー・ジョー
ンズのソロ／Dアート・ブレイキーのソロ／Eナウズ・ザ・タイム／
Fフィリー・ジョー・ジョーンズのソロ／Gアート・ブレイキーのソロ／
Hエル・シノ／Iフォーズ（4小節交換）／Jドラム・アンサンブル（エル
ヴィン・ジョーンズのソロ）／Kドラム・アンサンブル（チャーリー・パー
シップのソロ）／Lドラム・アンサンブル（フィナーレ）
アート・ブレイキー（ds）、チャーリー・パーシップ（ds）、フィリー・ジョー・ジョーンズ（ds）、エルヴィン・ジョーン
ズ（ds）、チャールズ・グリーンリー（tb）、ソニー・レッド（as）、トミー・フラナガン（p）、ロン・カーター（b）

【録音】1960年4月25日　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

名門ジャズ・クラブ『バードランド』で開催されたスリリングなドラム合戦。ブ
レイキー、フィリー・ジョー、エルヴィンらの共演が楽しめる貴重なディスク。

ピッツバーグにあった“ミッドウェイ・ラウンジ”で録音されたものだが、アルバム化に当たっ
てはコニッツ自身が演奏テープを編集して、彼の最良の姿を示してみせている。スタンダー
ド・ナンバー中心に、コニッツのオリジナル3曲をまじえた構成。〈ユー・ゴー・トゥ・マイ・ヘッ
ド〉の豊かな抒情を感じさせるプレイも素晴らしいが、それ以上にいささかの妥協も許さ
ないコニッツの崇高な創造スピリットに、大きな共感をおぼえる一作になっている。

WPCR-29068� [ATLANTIC]

リー・コニッツ『リアル・リー・コニッツ』
Aストレートアウェイ／Bフーリン・マイセルフ／
Cユー・ゴー・トゥ・マイ・ヘッド／Dマイ・メランコ
リー・ベイビー／Eペニーズ・イン・マイナー／Fス
ウィート・アンド・ラヴリー／Gイージー・リヴィン
グ／Hミッドウェイ
リー・コニッツ（as）、ドン・フェラーラ（tpEF）、ビリー・バウアー（g）、ピーター・
インド（b）、ディック・スコット（ds）

【録音】1957年2月15日　ペンシルベニア州ピッツバーグ『ミッドウェイ・ラウ
ンジ』でのライヴ

クールからウォームへ、人間的なプレイに変貌しつつあった頃に残されたアトラン
ティック時代の傑作。抽象的で閃光的だったアルトがより柔らかく具体的に、歌心溢れ
るものに変化。コニッツ自身がテープ編集に携わったことで生まれた生涯屈指の名盤。

デイヴ・ブルーベック・カルテットのメンバーとしても知られるアルト・サックス奏者、ポー
ル・デスモンドの抒情美あふれるプレイを存分に楽しむことができる、素晴らしいワン・
ホーン・アルバムである。ギターのジム・ホールを従えて、スタンダード曲を中心に音楽的
レベルの高い優美な演奏を繰り広げてゆくデスモンド。汲めども尽きることなくあふれ
出るアドリブ・メロディーの洪水に魅了される、デスモンドの代表作である。

WPCR-29067� [WARNER BROS.]

ポール・デスモンド『ファースト・プレイス・アゲイン』
A君にこそ心ときめく／Bフォー・オール・ウイ・ノ
ウ／C二度東、三度西／Dグリーンスリーヴス／
Eユー・ゴー・トゥー・マイ・ヘッド／Fイースト・オブ・
ザ・サン／Gタイム・アフター・タイム
ポール・デスモンド（as）、ジム・ホール（g）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1959年9月5〜7日　ニューヨーク

デイヴ・ブルーベックとの「テイク・ファイヴ」収録アルバム『タイム・アウト』直後に
録音された、アルト・サックスの名手＝ポール・デスモンドがギター、ジム・ホールと
MJQのリズム陣とで繰り広げた不朽の名盤。

チャールス・ミンガスのバンドなどに参加して注目をあつめたのち、ヴァイオリンを加え
たグループが大きな話題になったこともあるサックス奏者のジョン・ハンディ。59年ルー
レットへ吹き込まれた本作は、そんな彼のデビュー・アルバムにあたるもので、アルトと
テナー・サックスを手にしてのびやかなプレイを聴かせている。純粋なバッパーとはひと
味違う、独特なクセをもったフレージングの妙。そんなハンディの個性が楽しめる一作だ。

WPCR-29066� [ROULETTE]

ジョン・ハンディ『イン・ザ・ヴァーナキュラー』
Aアイル・クローズ・マイ・アイズ／Bファースト・
タイム／Cサジェステッド・ライン／Dプロブレム・
トゥー／Eクウォート・アンクウォート／Fブルー
ス・イン・ザ・ヴァーナキュラー／Gダンス・トゥ・ザ・レ
ディ／Hアイル・ネヴァー・スマイル・アゲイン
ジョン・ハンディ（as, ts）、リチャード・ウィリアムス（tp）、サー・ローランド・ハナ

（p）、ジョージ・タッカー（b）、ロイ・ヘインズ（ds）
【録音】1959年末　ニューヨーク

ミンガス・バンドでの活躍で知られるサックス奏者が気心の知れた仲間を集めたクイン
テット作品。歌い上げるような1曲目の「アイル・クローズ・マイ・アイズ」が有名。

「ファイアー・イン・ザ・ウェスト」に続いてもう一枚、ハーブ・ゲラーがジュビリーにのこ
した作品で、こちらはワン・ホーンによる演奏になっている。西海岸の白人プレイヤーな
がら、ゲラーの吹奏にはチャーリー・パーカーからの影響が色濃く感じられる。次第にテ
ンポをあげてゆく〈ナイトメア・アレイ〉の洒落たアレンジ。ホットなゲラーと西海岸のス
マートなアンサンブルが見事に溶け合った響きが、なかなかに魅力的である。

WPCR-29065� [JUBILEE]

ハーブ・ゲラー『スタックス・オブ・サックス』
Aナイトメア・アレイ／Bア・クール・デイ／Cザ・プ
リンセス／Dチェンジ・パートナーズ／E春の如く
ハーブ・ゲラー（as）、ヴィクター・フェルドマン（vib）、ウォルター・ノリス（p）、リ
ロイ・ヴィネガー（b）、トニー・ベイズリー（ds）

【録音】1957年12月12日　ハリウッド

ヴァイブとのコラボレイション、名ピアニスト、ウォルター・ノリスの活躍
も見逃せない50年代のウエスト・コースト・ジャズらしい充実の作品。



MJQ を離れたジョン・ルイスの、ピアニストとしての一面にスポットが当てられている。
デュオとトリオによる演奏が収められていて、どの曲でもルイスの端正なピアノ・タッチ
を耳にすることができる。“ディア・オールド・ストックホルム”のタイトルでも知られる〈ワ
ルムランド〉は、ギターのガルブレイスとのデュオ演奏。MJQ「ザ・コメディ」の母体になっ
た〈ハーレクイン〉〈二つの抒情作品〉など、聴くべきポイントは多い。

WPCR-29080� [ATLANTIC]

ジョン・ルイス・ピアノ
Aハーレクイン／Bリトル・ガール・ブルー／C悪人
と美女／DD & E／Eイット・ネヴァー・エンタード・
マイ・マインド／Fワルムランド／G二つの抒情作
品：a)ピエロ b)コロンバイン
ジョン・ルイス（p）、ジム・ホール（g）、バリー・ガルブレイス（g）、パーシー・ヒー
ス（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1956年7月30日／1957年2月21日、8月24日　ニューヨーク

ジャズのみならずクラシックに精通し、静かなたたずまいで人気を誇ったMJQの音楽監
督にして名ピアニストの代表作。端正で知的、洗練された演奏が楽しめる人気アルバム。

リズミックな独特のタッチを繰りひろげるユニークなピアニストのランディ・ウェストン。
これは彼が第一線で活動をおこなうようになった時期に、ジュビリーへ吹き込んだトリ
オ・アルバムである。その簡潔なプレイとともに特異なハーモニーの響きが、ランディの
研ぎ澄まされたミュージック・センスを描き出す。〈アース・バース〉〈ソーサー・アイズ〉な
どのオリジナルには、ランディの作曲家としての才能もよく現れている。

WPCR-29079　　【国内初CD化】� [JUBILEE]

ランディ・ウェストン『ピアノ・アラモード』
Aアース・バース／B誰も知らない私の悩み（ピア
ノ・ソロ）／Cソーサー・アイズ／Dアイ・ガット・リズ
ム／Eジンジャーブレッド／Fカクテルズ・フォー・
トゥ（ピアノ・ソロ）／Gハニーサックル・ローズ／
Hフェ・ダブル・ユー・ブルース
ランディ・ウェストン（p）、ペック・モリソン（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1957年春　ニューヨーク

ユニークなスタイルで知られるピアニストが1950年代後半、ジュビリーに残
したピアノ・トリオの隠れ名盤。ドラムにはMJQの名手コニー・ケイが参加。

心躍る〈カミン・ホーム・ベイビー〉のメロディー。パーカッションを加えたレギュラー・グルー
プを率いるフルート奏者、ハービー・マンのノリの良いプレイの魅力を満喫できる楽しい
ライヴ・アルバムである。ガーシュウィンのオペラ「ポーギーとベス」からの2曲でも、マン
のバンドはグルーヴィーな魅力をいっぱいにふりまいてゆく。ポップ・チャートにもラン
ク・インして、ハービー・マンの人気を決定づけた記念碑的名盤。

WPCR-29078� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ヴィレッジ・ゲイトのハービー・マン』
Aカミン・ホーム・ベイビー／Bサマータイム／
Cイット・エイント・ネセサリリー・ソー
ハービー・マン（fl）、ハーグッド・ハーディ（vib）、アーメド・アブドゥル・マリク

（b）、ベン・タッカー（bA）、ルディ・コリンズ（ds）、レイ・マンティラ（cga, 
perc）、チーフ・ベイ（African drum, perc）

【録音】1961年11月17日　ニューヨーク『ヴィレッジ・ゲイト』でのライヴ

グルーヴ感いっぱいの名曲「カミン・ホーム・ベイビー」の大ヒットで
知られるハービー・マンの代表作。

バンド・リーダー、アレンジャーとしても多彩な活躍をみせるスライド・ハンプトンが、こ
こではワン・ホーンで奔放にトロンボーンを吹きまくっている。キューンのピアノがフリー
キーにせめぎ合い、ドラムのフィリー・ジョーがこれでもかと煽り立てる。4人の個性のエ
キサイティングな激突。胸のすくような圧倒的な疾走感。トロンボーンの名盤多しといえ
ども、これだけの熱気とスリルをもつアルバムには滅多にお目にかかれるものでない。

WPCR-29077� [PARLOPHONE]

スライド・ハンプトン『ザ・ファビュラス・スライド・ハンプトン・カルテット』
Aイン・ケース・オブ・エマージェンシー／Bラスト・
ミニッツ・ブルース／Cチャプスイ／Dラメント／
Eインポッシブル・ワルツ
スライド・ハンプトン（tb）、ヨアヒム・キューン（p）、ニルス・ヘニング・エルステッ
ド・ペデルセン（b）、フィリー・ジョー・ジョーンズ（ds）
【録音】1969年1月6日　パリ

ジャズ・トロンボーン・カルテットの傑作。フィリー・ジョーのパワフルなドラミン
グ、ヨアヒム・キューンの自由奔放なピアノも印象深いユーロ・ジャズ人気盤。

教育者としてもボストン・ジャズ界の重鎮であるハーブ・ポメロイによる本アルバムは、
彼の初期のオーケストラ作品。スタン・ケントン楽団でプレイをおこなったあと、ポメロ
イが独立して結成した白人、黒人の混成バンドによるもので、サウンド的にも第一級の
ビッグ・バンド・ジャズの響きが聴かれる。やはりボストンの名手、ブーツ・ムッスリや、
ジャッキー・バイアードがサックスで参加するなど、マニア好みの楽しさをもった一枚。

WPCR-29076　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ハーブ・ポメロイ『ライフ・イズ・ア・メニー・スプレンダード・ギグ』
Aブルー・グラス／Bウォラファンツ・ラメント／Cジャッ
ク・スプラット／Dアルミニウム・ベイビー／Eイッツ・サン
ドマン／Fアワ・デライト／Gテリーのテーマ／Hノー・ワ
ン・ウィル・ルーム・ウィズ・ミー／Iフェザー・マーチャント／
Jビッグ・マン／Kレス・トーク
ハーブ・ポメロイ、レニー・ジョンソン、オージー・フェレッティ、エヴェレット・ロングスト
レス、ジョー・ゴードン（tp）、ジョー・チアヴァルドン、ビル・リーガン、ジーン・ディスタシ
オ（tb）、デイヴ・チャップマン、ブーツ・ムッスリ（as）、ヴァーティ・ハルーチュニアン、
ジャッキー・バイアード（ts）、ズート・シムズ（tsABCEIJ）、ディーン・ハスキンス

（bs）、レイ・サンティシ（p）、ジョン・ネヴズ（b）、ジミー・ジターノ（ds）
【録音】1957年6月3、4日（ABCEIJ）

ボストンのジャズ・シーンを長年支えた名手が率いたビッグ・バンドのデビュー作。
ゲスト参加のズート・シムズも好演。各種ガイド本でも紹介された定評ある1枚。

目の醒めるような鮮やかな響きをもつメイナード・ファーガソン楽団、59年の“バードラ
ンド”でのステージである。アレンジャーにベニー・ゴルソンとマーティ・ペイチが参加。
モダンかつ重厚なサウンドが生み出されてゆくのが大きな聴きもの。“ハイノート・ヒッ
ター”が前面に押し出されがちなメイナードであるが、バンド・リーダーとして、音楽的に
も素晴らしいセンスの持ち主であったことがよく伝わってくる作品になっている。

WPCR-29075� [ROULETTE]

メイナード・ファーガソン『ア・メッセージ・フロム・バードランド』
Aオレオ／Bスターファイア／Cマーク・オブ・ジャ
ズ／Dナイト・ライフ／Eステラ・バイ・スターライ
ト／Fロンリー・タイム／Gバック・イン・ザ・サテラ
イト・アゲイン
メイナード・ファーガソン（tp, v-tbA）、ドン・エリス、ジェリー・タイリー、クライ
ド・リージンガー（tp）、スライド・ハンプトン、ドン・セベスキー（tb, arr）、ジミー・
フォード（as）、カーメン・レギオ、ウィリー・メイデン（ts）、ジョン・ラニ（bs）、
ジョー・ザヴィヌル（p）、ジミー・ロウザー（b）、フランキー・ダンロップ（ds）、ベ
ニー・ゴルソン、マーティ・ペイチ（arr）

【録音】1959年6月17日　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

成層圏に届くようなハイノート・ヒッターとしてお馴染みのファーガソンが
50年代末、ルーレットゆかりの名門クラブに出演した時期のアルバム。

ジャズとキューバ音楽をミックスさせたアフロ・キューバン・ジャズの立役者でもあるマ
チート楽団による57年のアルバム。まだニューヨークへ出て間もなかったキャノンボール・
アダレイのアルト・サックスが半数の曲でフィーチュアされているのが嬉しい。大らかな
キャノンのソロはワイルドなキューバン・ビートの中にも、じつにはまっている。ベイシー
楽団のトランペッター、ジョー・ニューマンのソロも聴きものになっている。

WPCR-29074� [ROULETTE]

マチート・ウィズ・ジョー・ニューマン＆キャノンボール・アダレイ
『ケニヤ：アフロ・キューバン・ジャズ』
Aワイルド・ジャングル／Bコンゴ・ミュレンス／Cケニ
ア／Dオイエメ／Eホリデイ／Fキャノノロジー／Gフレ
ンジー／Hブルース・ア・ラ・マチート／Iカンヴァセーショ
ン／Jティン・ティン・デオ／Kマイナー・ラマ／Lツルラト
ドク・チータム、ポール・コーエン、ジョー・ニューマン、フランシス・ウィリアムス、フランク・パキート・デイ
ヴィラ（tp）、マリオ・バウザ（tp, dir）、バート・ヴァーサロナ（b-tb）、カーティス・フラー、サント・ルッソ、
エディ・バート、レックス・ピアー（tb）、ハービー・マン（fl, arr）、キャノンボール・アダレイ、ジョー・リヴラ
メント（as）、レイ・サントス・ジュニア（ts, arr）、ボブ・マッカレン、ジョニー・グリフィン、ホセ・マデラ・シ
ニア（ts）、レスリー・ジョナキンス（bar）、ルネ・ヘルナンデス（p, cga, arr） 他

【録音】1957年12月17、19、24日　ニューヨーク

チャーリー・パーカーとの共演でも知られるNYラテン・シーンの中心人物マチートが
ジョー・ニューマン、キャノンボールというモダン派の名手を迎えたラテン・ジャズ人気盤。

MJQ の本質とも言えるブルースと、リーダーであるジョン・ルイスの好みが反映された
優雅なバッハのメロディー。ここではオリジナルのブルースとともに、MJQ 流にアレン
ジされたバッハの作品が交互に演奏されている。グループの最大の特徴であるバランス
のとれた構成美と、メンバーたちの生き生きとしたプレイの魅力が存分に発揮されてい
るこのアルバム。アトランティック後期を代表する、MJQ の名盤と言って良いであろう。

WPCR-29073� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『ブルース・オン・バッハ』
Aリグレット？／BBフラットのブルース／Cやさ
しき朝の光／DAマイナーのブルース／Eプレ
シャス・ジョイ／FCマイナーのブルース／Gドン
ト・ストップ・ジス・トレイン／HH（B）のブルース／
Iティアーズ・フロム・ザ・チルドレン
ジョン・ルイス（p, harp）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コ
ニー・ケイ（ds, perc）

【録音】1973年11月28日

名盤『ラスト・コンサート』の1年前。ジョン・ルイスにとって永遠の
テーマというべきバロック音楽の巨匠に題材を求めた秀作。

史上初のビ・バップ・オーケストラを率いたあと、50年代からはよりポップな雰囲気ももっ
たエンターティナーとして成功をおさめたビリー・エクスタイン。ここでは豊かなバリト
ン・ヴォイスの魅力を生かして、スタンダード・ナンバーを中心にのびやかに歌ってみせる。
いくつかの曲では、自身のトランペット・ソロもフィーチュア。素晴らしいジャズ・センス
をもっていたエクスタインの実力を気軽に楽しめる一枚になっている。

WPCR-29088　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ビリー・エクスタイン『ノー・カヴァー、ノー・ミニマム』
Aハヴ・ア・ソング・オン・ミー／Bあの娘になれた／
Cレディ・ラック／Dラッシュ・ライフ／Eウィズアウ
ト・ア・ソング／Fヴァーモントの月／Gディード・ア
イ・ドゥ／H春の如く／Iザッツ・フォー・ミー／Jユー
ル・ネヴァー・ウォーク・アローン／Kミスティ
ビリー・エクスタイン（vo）、チャーリー・ウォルプ、バッキー・マニエリ（tb）、チャー
リー・マクリーン、バディ・バルボア（sax）、ボビー・タッカー（p, arr, cond）、リー・
ヒュームズ（b）、バディ・グリーヴ（ds）

【録音】1960年8月30日　ラスヴェガス『ニュー・フロンティア・ホテル』でのライヴ

豊かなバリトン・ヴォイスで華やかな時代を築いたエクスタインの、リ
ラックスしたライヴ名盤。

「ブロードウェイ・ビット」の1 ヵ月後に吹き込まれた、「お風呂」のジャケットで有名なも
う1枚のマーティ・ペイチのアルバム。ウエスト・コーストのトップ・プレイヤーが勢揃い
しているとともに、やはりアート・ペッパーが好演。ファンキー・ジャズの名曲〈モーニン〉
でペッパーがソロをとるなど、考えただけでも楽しいではないか。〈コートにすみれを〉の
しみじみとした表情をもつペッパーのバラード・プレイも、じつに素晴らしい。

WPCR-29087� [WARNER BROS.]

マーティ・ペイチ『アイ・ゲット・ア・ブート・アウト・オブ・ユー』
Aスイングしなけりゃ意味ないね／Bノー・モア／
Cラヴ・フォー・セール／Dモーニン／Eコートにす
みれを／Fホワット・アム・アイ・ヒア・フォー／コット
ンテイル／Gウォーム・ヴァレイ／H昔はよかったね
マーティ・ペイチ（p, arr）、コンテ・カンドリ、ジャック・シェルドン、アル・ポーシノ（tp）、
ボブ・エネヴォルゼン（v-tb）、ジョージ・ロバーツ（b-tb）、アート・ペッパー（as）、ビル・
パーキンス（ts）、ビル・フード（bs）、ヴィンス・デローザ（fhr）、ヴィクター・フェルドマン

（vib）、ラス・フリーマン（p）、ジョー・モンドラゴン（b）、メル・ルイス（ds）
【録音】ABC：1959年6月30日 ロサンゼルス／DEG：1959年7月2日 ロサンゼ
ルス／FH：1959年7月7日 ロサンゼルス

人気盤「踊り子」と対をなす、通称「お風呂」でひろく知られているペイチの代表作。ウエス
ト・コースト・ジャズの名手が参加、洗練されたビッグ・バンド・ジャズを聴かせている。

デューク・エリントンの片腕といわれたビリー・ストレイホーンを中心に、エリントン楽
団の名プレイヤーたちが集まって演奏された、リラックスしたクラブでのライヴ録音。
ジョニー・ホッジスのプレイにスポットが当てられていて、ビロードのように滑らかなア
ルト・サックスの魅力をたっぷり味わうことができる。ホッジスのフィーチュア曲として
有名なビリーのナンバー〈パッション・フラワー〉が、とくに秀逸だ。

WPCR-29086　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ビリー・ストレイホーン『ライヴ！！！』
A昔はよかったね／Bジープス・ブルース／Cミスター・
ジェントル＆ミスター・クール／Dイン・ア・メロー・トーン／
Eオール・オブ・ミー／Fソフィスティケイテッド・レディ／
Gパッション・フラワー／H明るい表通りで

クラーク・テリー、キャット・アンダーソン、ハロルド・ショーティ・ベイカー、アンドリュー・
ファッツ・フォード（tp）、レイ・ナンス（tp, vln, vo）、クェンティン・ジャクソン、ブリット・
ウッドマン、ジョン・サンダース（tb）、ジミー・ハミルトン（cl, ts）、ラッセル・プロコープ

（as, cl）、ジョニー・ホッジス（as, ss）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ハリー・カーニー
（bs, b-cl, cl）、デューク・エリントン（p）、ジョニー・ペイト（b）、ジミー・ジョンソン（ds）

【録音】1959年8月9日　シカゴ『ブルーノート』でのライヴ

名義はストレイホーンとなっているが、実際にはデューク・エリントン楽団がシカゴの
ジャズクラブへの出演時の記録という、ルーレットに残された知られざるライヴ名盤。

意欲的なヴァイブ奏者、テディ・チャールズが、ピアノのオーヴァートン、ベースのペティ
フォードとの異色のトリオ編成で吹き込んだアルバム。タイトルが示すように、全編デュー
ク・エリントンのナンバーばかりがとりあげられているものの、エリントン集というより
は完全にチャールズの音楽になっているのが興味深い。心地よいスウィングを伴った室内
楽的な演奏。シンプルに練られた響きに、チャールズの実力をみる思いがする作品である。

WPCR-29085　　【国内初CD化】� [JUBILEE]

テディ・チャールズ・トリオ『スリー・フォー・デューク』
Aメイン・ステム／Bドゥ・ナッシング・ティル・ユー・
ヒア・フロム・ミー／Cソフィスティケイテッド・レ
ディ／Dドント・ゲット・アラウンド・マッチ・エニモ
ア／Eシャーマン・シャッフル／Fザ・ムーチ
テディ・チャールズ（vib）、ホール・オーヴァートン（p）、オスカー・ペティフォード（b）

【録音】1957年5月29日　ニューヨーク

革新的なアプローチで知られるテディ・チャールズとジャズ・ベースの巨人ペティ
フォードが中心となって結成された異色トリオによるデューク・エリントン作品集。

ロマンティックなアルバム・カヴァーも印象的なギタリスト、ジョニー・スミスのアルバム。
「イージー・リスニング」というタイトルが示すように、スミスの温かなギター・ハーモニー
の響きは、美しい BGM としても最適なものがある。おなじみのスタンダード・ナンバーば
かりを、しっとりと優雅に奏でてゆくジョニー・スミス。〈ライク・サムワン・イン・ラヴ〉や

〈ア・フォギー・デイ〉などは、スウィンギーなトリオ演奏で聴かせてくれる。

WPCR-29084� [ROOST]

ジョニー・スミス『イージー・リスニング』
Aホエン・アイ・フォール・イン・ラヴ／B春の如く／Cアイ・
ディドゥント・ノウ・ホワット・タイム・イット・ワズ／Dブラック・
イズ・ザ・カラー／Eライク・サムワン・イン・ラヴ／Fユー・ドン
ト・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ／Gイズント・イット・ロマンティッ
ク／Hアイ・リメンバー・ザ・コーン・フィールズ／Iア・フォ
ギー・デイ／Jスカーレット・リボン／Kピープル・ウィル・セ
イ・ウィアー・イン・ラヴ／Lザ・ニアネス・オブ・ユー

ジョニー・スミス（g）、ジョージ・ルーマニ（b）、チャーリー・マストロパオロ（ds）
【録音】1958年11月19日　ニューヨーク

通人好みのうまさで知られる名手、ジョニー・スミスがロマンティックなスタン
ダードを中心に取り上げたインティメイトな雰囲気ただようジャズ・ギター名盤。

「直立猿人」にも匹敵すべき70年代半ばのミンガスの大傑作アルバム。南米コロンビアの
伝統音楽であるクンビアと、強いアクをもったミンガス・ミュージックとの鮮やかな融合。
28分にも及ぶタイトル曲では、素朴な木管メロディーや混沌としたアンサンブル、そして
パーカッションの饗宴によって壮大な音絵巻が形づくられる。〈“トド・モード”のテーマ〉は、
イタリア映画のために書かれたミンガスのオリジナル。

WPCR-29083� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『クンビア＆ジャズ・フュージョン』
Aクンビア＆ジャズ・フュージョン／B“トド・モード”のテーマ
A：チャールス・ミンガス（b, vo, arr, south american rhythm inst.）、ジャック・ウォルラス

（tp, south american rhythm inst.）、リッキー・フォード（ts, south american rhythm 
inst.）、ポール・ジェフリー（oboe, ts）、マウリシオ・スミス（fl, pic, ss, as）、ゲイリー・アンダー
ソン（cb-cl, b-cl）、ジーン・ショールテス（bassoon）、ジミー・ネッパー（tb, b-tb）、ボブ・ネロム
ズ（p）、ダニー・リッチモンド（ds）、キャンディド（cga）、ダニエル・ゴンザレス（cga）、レイ・マン
ティラ（cga）、アルフレッド・ラミレス（cga）、ブラッド・カニングハム（south american rhythm 
inst.）／B：チャールス・ミンガス（b, arr）、ジャック・ウォルラス（tp）、ジョージ・アダムス（ts, 
a-fl）、クアトロ・マルトーニ（as）、アナスタシオ・デル・ボノ（oboe, english horn）、ロベルト・ラ
ネリ（b-cl）、パスカル・サバテリ（bassoon）、ディノ・ピアナ（tb）、ダニー・ミクソン（p, org）、ダ
ニー・リッチモンド（ds）

【録音】A：1977年3月10日 ニューヨーク／B：1976年3月31日、4月1日 イタリア、ローマ

これぞ真のフュージョン。南米コロンビア発祥のラテン音楽を題材に作り上
げた、巨人ミンガス最後の大作にして、70年代ジャズの金字塔のひとつ。

ミンガスの代表作として知られる「直立猿人」から約1年後に吹き込まれた、もうひとつの
ミンガス・ジャズ・ワークショップによる名盤。戦う黒人アーティストという面が色濃く
出ている〈ハイチ人の戦闘の歌〉や、亡きパーカーに捧げた〈ラヴバードの蘇生〉、詩とジャ
ズの融合を試みた〈道化師〉など、いまなお興味深い演奏ばかり。あふれるほどの冒険心と
ともに、“怒れるベーシスト”ミンガスの本領が発揮された野心作である。

WPCR-29082� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『道化師』
Aハイチ人の戦闘の歌／Bブルー・シー／Cラヴ
バードの蘇生／D道化師
チャールス・ミンガス（b）、カーティス・ポーター（as, ts）、ジミー・ネッパー

（tb）、ウェイド・レギー（p）、ダニー・リッチモンド（ds, tambourine）、ジーン・
シェファード（narration 4）

【録音】1957年2月13日、3月12日

『直立猿人』の1年後に発表した、もうひとつの傑作。黒人意識の高まりと決意の念
を示した「ハイチ人の戦闘の歌」が圧巻。チャーリー・パーカーへのオマージュ「ラヴ
バードの蘇生」も聴きもの。

マイルス・デイヴィス・バンドでのキャリアを経て、ザヴィヌルが創造していったナチュ
ラルな響きをもつ幻想的な世界。マイルスともプレイした〈イン・ア・サイレント・ウェイ〉
や〈ダブル・イメージ〉、ハービー・ハンコックに捧げられた〈名誉博士号〉。ザヴィヌルのエ
レクトリック・ピアノを軸に、複数のパーカッションを加えたポリリズミックなサウンド
は、来たるべき“ウェザー・リポート”を確実に指向している。

WPCR-29081� [ATLANTIC]

ジョー・ザヴィヌル『ザヴィヌル』
A名誉博士号／Bイン・ア・サイレント・ウェイ／Cヒ
ズ・ラスト・ジャーニー／Dダブル・イメージ／Eアラ
イヴァル・イン・ニューヨーク
ジョー・ザヴィヌル（p, el-p）、ハービー・ハンコック（p, el-p）、ジョージ・デイ
ヴィス（fl）、ヒューバート・ロウズ（fl）、ウディ・ショウ（tp）、ジミー・オウエンズ

（tp）、アール・タービントン（ss）、ウェイン・ショーター（ss）、ミロスラフ・ヴィト
ウス（b）、ウォルター・ブッカー（b）、ジョー・チェンバース（perc）、ビリー・ハート

（perc）、デヴィッド・リー（perc）、ジャック・ディジョネット（perc）
【録音】1970年8月6、10、12日、10月28日

キャノンボールとマイルスにその稀有な才能を認められたザヴィヌルが、ウェザー・
リポート結成直前に発表した衝撃の名盤。豪華メンバーを集め、斬新なアイディアを
ここに凝縮。

国内初CD化

国内初CD化 国内初CD化

国内初CD化日本初CD化



ニューヨークのカーネギー・ホールに初出演したときのステージから、フォーク・ソングや、
古くから伝わるトラディショナルな曲ばかりを収めているのが「フォークシー・ニーナ」
である。しみじみとしたニーナの歌唱は、まさに唯一無比。優しさや愛といった感情が自
然ににじみ出てくるのが素晴らしい。後半の3曲では、ピアニストとしての個性も味わえ
る。ニーナというアーティストの原点が、よく表れた一作になっている。

WPCR-29096� [COLPIX]

ニーナ・シモン『フォークシー・ニーナ』
Aシルヴァー・シティ・バウンド／Bホエン・アイ・ワ
ズ・ア・ヤング・ガール／Cエレッツ・ザヴァ・シャラ
フ／Dラス・オブ・ザ・ロウ・カントリー／Eザ・ヤン
グ・ナイト／Fトゥエルフス・オブ・ネヴァー／Gヴァ
ネティウ／Hユー・キャン・シング・ア・レインボー／
Iハッシュ・リトル・ベイビー
ニーナ・シモン（p, vo）、アル・シャックマン（g）、フィル・オーランド（rhythm 
g）、ライル・アトキンソン（b）、モンテゴ・ジョー（ds）

【録音】1963年5月12日　ニューヨーク『カーネギー・ホール』でのライヴ

60年代コルピックスから多くのアルバムを発表、一世を風靡した
ニーナ・シモンがフォーク・ソングに注目した人気盤。

偉大なシンガー、ダイナ・ワシントンの素晴らしさをたっぷり楽しむことのできる素敵な
一枚。〈ホワイ・ウォズ・アイ・ボーン〉〈ビル〉のような古いミュージカル・ナンバーから〈霧
のサンフランシスコ〉〈ホワット・カインド・オブ・フール・アム・アイ？〉のようなポップ・ヒッ
ト曲にいたるまで、幅広いレパートリーを歌いこなしてみせる。しなやかな歌声、たっぷ
りした懐の深い表現は、まさにため息が出るばかりである。

WPCR-29095　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ダイナ・ワシントン『ダイナ’63』
Aアイ・ウォナ・ビー・アラウンド／Bメイク・サムワン・ハッピー／
Cラグズ・トゥ・リッチズ／Dテイク・ミー・イン・ユア・アームズ／Eド
ラウン・イン・マイ・オウン・ティアーズ／Fホワイ・アイ・ウォズ・ボー
ン／G霧のサンフランシスコ／Hショウ・マスト・ゴー・オン／Iア
イム・グラッド・フォー・ユア・セイク／Jゼア・マスト・ビー・ア・ウェ
イ／Kホワット・カインド・オブ・フール・アム・アイ？／Lビル

ダイナ・ワシントン（vo）、ビリー・バイヤーズ（saxes）、アール・エドワーズ（ts）、ケ
ニー・バレル（g）、 ドン・コスタ（arr）、フレッド・ノーマン（arr）他

【録音】DJ:1962年8月22日 ニューヨーク／A-CE-IKL:1963年5月 シカゴ

ブルースの女王と言われたダイナ・ワシントン晩年の傑作。当時流行したポップ・ソング
を歌っているが、人生の重さ、儚さをこめた歌唱は、聴くものに大きな感動を与える。

デラ・リースの歌唱には、ブルースやゴスペルといった血が色濃く流れている。アースキン・
ホーキンス楽団の専属シンガーだった彼女が、独立して吹き込んだアルバムが本作。ここ
ではタイトルどおりにデラが、どのようにしてブルースが生まれ、時代とともに変化をと
げていったかをイントロに乗せて語り、歌ってゆく。次々に紹介されてゆくブルースの名
曲とともに、説得力あふれるデラの歌声に強く惹き込まれる作品である。

WPCR-29094　　【国内初CD化】� [JUBILEE]

デラ・リース『ストーリー・オブ・ザ・ブルース』
Aストーリー・オブ・ザ・ブルース／Bグッド・モーニング・ブルー
ス／Cエンプティ・ベッド・ブルース／Dスクィーズ・ミー／
Eユーヴ・ビーン・ア・グッド・オールド・ワゴン／Fセント・フォー・
ユー・イエスタデイ（アンド・ヒア・ユー・カム・トゥデイ）／Gセン
ト・ジェームス病院／Hラヴァー・マン／I昔はよかったね／
J荒れ模様／Kゼアズ・オールウェイズ・ザ・ブルース

デラ・リース（vo, narrator）、サイ・オリヴァー（arr, cond）他
【録音】1958年7月17日（AK）、9月23日（BCDE）、9月24日（F-J）　
ニューヨーク

パンチの効いたソウルフルな歌唱で知られる人気歌手のデラ・リースが1曲ず
つ、ブルースの歴史に言及しながら名曲を歌い綴っていくという好企画盤。

円熟したクリス・コナーの歌声をたっぷり味わうことのできる、アトランティックからの代
表作の1枚。年齢的にも30代半ばを迎え、クリスにとっても脂の乗り切っていた時期のもの
で、ちょっぴりハスキーな歌声で情感豊かに歌いこなしてゆくのが最高だ。曲ごとに一流プ
レイヤーによるスウィンギーなコンボと、ストリングスを加えたアンサンブルがバックを
彩っていて、クリス・コナーというシンガーの魅力があますところなく引き出されている。

WPCR-29093� [ATLANTIC]

クリス・コナー『ポートレイト・オブ・クリス』
Aフォロー・ミー／Bアローン・トゥゲザー／Cオール・トゥー・スー
ン／Dラヴ／Eフラミンゴの飛ぶところ／Fヒアズ・ザット・レイ
ニー・デイ／Gデイ・イン、デイ・アウト／Hイフ・アイ・シュッド・
ルーズ・ユー／Iブルースを歌おう／Jひょうきん者／Kアイム・
グラッド・ゼア・イズ・ユー／Lスウィート・ウィリアム
クリス・コナー（vo）、ダニー・スタイルズ、バート・コリンズ（tp）、ウィリー・デニス（tb）、
フィル・ウッズ（as）、ロニー・ボール（p, arr）、ジョージ・デュヴィヴィエ（b）、エド・ショー
ネシー（ds）クラーク・テリー（tp）、フィル・ボドナー（reeds）、ハンク・ジョーンズ（p）他

【録音】BDG：1960年9月19日 ニューヨーク／CFHJ：1960年10月27
日 ニューヨーク／AEIKL：1960年11月16日 ニューヨーク

2人の名編曲者を迎えた1960年の名盤。ジャジーなアンサンブルをバックにした急速調
のナンバーからストリングスの伴奏で歌った情感豊かなバラードまで、どれもが絶品。

パリで吹き込まれたクリス・コナーの本作では、若きフランス人アレンジャー、ミシェル・
コロンビエのオーケストラがバックをつとめている。どちらかといえば地味なナンバー
ばかりを選んで、クリスはしっとりと歌ってゆくが、そこから何ともいえない美しい情感
が広がってゆく。〈アイ・ウィッシュ・ユー・ラヴ〉はシャルル・トレネ作になるシャンソン曲。
多くのクリスのアルバムの中でも、とびきりロマンティックな一枚になっている。

WPCR-29092� [ROULETTE]

クリス・コナー『パリの週末』
Aイッツ・ノット・フォー・ミー・トゥ・セイ／Bクライ・
ミー・ア・リヴァー／Cアイ・クッド・ゴー・オン・シンギ
ング／Dアイ・ラヴ・マイ・マン／Eハム・ドラム・ブ
ルース／Fザ・セカンド・タイム・アラウンド／Gア
イ・ウィッシュ・ユー・ラヴ／Hチャンセズ・アー／
Iミーンタイム／Jジョニー
クリス・コナー（vo）、with unknown orchestra、ミシェル・コロンビエ（dir）

【録音】1963年3月　パリ

アトランティックにも多くの名盤を残したクールな歌姫クリス・コナーが、1963
年3月パリでミシェル・コロンビエのオーケストラをバックに歌った人気盤。

ソウルフルな中に好ましいジャズ・フィーリングあふれる歌声を聴かせたエタ・ジョーン
ズ。61年に〈ドント・ゴー・トゥ・ストレンジャーズ〉の大ヒットをはなった彼女が、ジュニア・
マンス他の一流ジャズメンのサポートを得て歌った60年代中期の作品である。70年代半
ば以降、見事なカムバックを果たす彼女だが、本作のあとはしばらくレコーディングから
遠ざかってしまうだけに、とても貴重な一枚になっている。

WPCR-29091　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

エタ・ジョーンズ・シングス・ウィズ・ジュニア・マンス＆ケニー・バレル
Aムーン・マン／Bマイ・カラーリング・ブック／Cディド・アイ・リメ
ンバー／Dアイ・ハド・ア・マン／Eスウィンギング・シェファード・ブ
ルース／Fアイ・ウォズ・テリング・ヒム・アバウト・ユー／Gロンリー・
クラウド／Hウェル・オールライト・オーケイ・ユー・ウィン／Iアイ
ヴ・ガット・イット・プリティ・バッド／Jワンダー・ホワイ／Kレイト・レ
イト・ショー／Lテスのトーチ・ソング（アイ・ハド・ア・マン）
エッタ・ジョーンズ（vo）、ジョー・ニューマン（tp, frn）、フランク・ウェス（ts, fl）、ジョー
ジ・バーグ（bs）、マイク・マイニエリ（vib）、ジュニア・マンス（p）、ケニー・バレル（g）、ミ
ルト・ヒントン（b）、オリヴァー・ジャクソン（ds）

【録音】1965年　ニューヨーク

「ドント・ゴー・トゥ・ストレンジャーズ」のヒットで知られるソウルフルな女性歌手が、
60年代の半ばに、一流ジャズ・ミュージシャンの伴奏で歌ったジャジーな好盤。

ロジャース＆ハートのコンビが音楽を担当した「バイ・ジュピター」と、ジョージ・ガーシュ
ウィンの「ガール・クレイジー」。ふたつのブロードウェイ・ミュージカルのナンバーを、ジャッ
キー＆ロイが楽しいデュエットで聴かせてくれる。〈アイ・ガット・リズム〉や〈エンブレイ
サブル・ユー〉〈バット・ノット・フォー・ミー〉など、おなじみのナンバーも多く、とくにアッ
プ・テンポの曲での息の合ったデュエットが圧巻である。

WPCR-29090　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

ジャッキー・ケイン＆ロイ・クラール『バイ・ジュピター＆ガール・クレイジー』
Aエヴリシング・アイヴ・ガット／Bノーバディーズ・ハー
ト／Cヒアズ・ア・ハンド／Dケアレス・ラプソディ／Eジュ
ピター・フォービッド／Fウェイト・ティル・ユー・シー／Gア
イ・ガット・リズム／Hエンブレイサブル・ユー／Iクッド・
ユー・ユーズ・ミー／Jバイディン・マイ・タイム／Kバット・
ノット・フォー・ミー／Lトリート・ミー・ラフ

ジャッキー・ケイン（vo）、ロイ・クラール（p, vo）、マンデル・ロウ（g）、ビル・クロ
ウ（b）、エド・ショウネシー（ds）

【録音】1964年　ニューヨーク

チャーミングな声と表情をもつジャッキー・ケインと、モダンなピアノも弾くロイ・ク
ラールのおしどりコンビが、2つの人気ブロードウェイ・ミュージカルの音楽に挑ん
だルーレット時代の代表作。久しぶりの日本盤登場。

弾き語りの名手として知られるマット・デニスであるが、ここではサイ・オリヴァーのア
レンジをバックに洒落た歌声を聴かせている。アルバム・ジャケットからも想像できるよ
うに、わが家とか家庭といったものをテーマにしたナンバーを歌うというコンセプトを
もった作品。それだけにマット・デニスの表情もくつろぎとともに、いっそう優しく温か
く聴こえてくる。数曲ではマット自身のピアノ・プレイもフィーチュアされる。

WPCR-29089� [JUBILEE]

マット・デニス『ウェルカム・マット・デニス』
Aショウ・ミー・ザ・ウェイ・トゥ・ゴー・ホーム／Bユー・メイク・
ミー・フィール・アット・ホーム／Cバイ・ザ・ファイアサイド／
Dユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カム・ホーム・トゥ／Eバッ
ク・イン・ユア・オウン・バック・ヤード／Fウェルカム・マット／
Gホーム／Hマイ・ブルー・ヘヴン／Iユア・ファミリー／
Jチーク・トゥ・チーク／Kア・カップ・オブ・コーヒー・ア・サンド
ウィッチ・アンド・ユー／Lレッツ・プット・アウト・ザ・ライツ
マット・デニス（vo）、trio acc by unknown orchestra incl 4 tp’s, 4 
tb’s, 5 reeds, サイ・オリヴァー（arr, cond）

【録音】unknown location, prob. Los Angeles, c. 1958/59

軽妙洒脱な弾き語りで定評のあるマット・デニスが、家（家庭）にちなんだ曲ばか
りを取り上げたユニークなヴォーカル名盤。有名スタンダードを多数収録。

サラ・ヴォーンの長いキャリアにあって、もっとも脂の乗りきっていた時期といえるルー
レット時代に吹き込まれた傑作アルバム。じっくりとリズムに乗ってくるスウィンギー
な作品解釈の素晴らしさ。そしてバラードにおける豊かな表情は、サラならではの筆舌に
尽くしがたい温かさを含んでいて、どれをとってもパーフェクトの一語。いくつかの曲の
バックでトランペットのハリー・エディソンが聴かせるオブリガートも、とても洒落ている。

女優として、またテレビなどにも出演してエンターティナーとしての才能を発揮したモ
ニカ・ルイス。そんな彼女の代表作に挙げられるのが、バラードを中心に歌った「バット・
ビューティフル」である。ひとつひとつのフレーズを噛みしめながら、語りかけるように
歌うモニカ・ルイス。魅力的な節回しとともに、たっぷりしたテンポで歌われるところか
らノスタルジックな情感が広がって、たまらなく良いムードが生み出されてゆく。

61年の「アフター・アワーズ」が素晴らしい内容だったので、続編のような形で制作された
のが、ギタリストがバーニー・ケッセル、ベースがジョー・コンフォートに替わっての本ア
ルバム。深いエモーションと絶妙なイントネイションとともに、サラはスタンダード曲を
中心に見事な表情で歌いこなす。シンプルな編成をもったアルバムとして、前作と双璧を
なす一作。絶頂期のサラ・ヴォーンの凄さをひしひしと感じさせるものになっている。

ビヴァリー・ケニーが一線で活動していたのは、わずか5年間ほどにすぎない。これは「シ
ングス・フォー・ジョニー・スミス」に続いて制作された彼女のセカンド・アルバム。ラルフ・
バーンズのオーケストラをバックに、リラックスしてのびやかに歌っている。タイトルど
おりにスウィンギーなナンバーでの軽やかな乗りが楽しいが、ほのかな情感をたたえた
バラードも素晴らしい。彼女のキュートな個性がよく出ている美しいアルバムである。

ルーレット時代のサラ・ヴォーン作品のなかで1、2を争う名盤といえばこれ。ジャズ・
フィーリング溢れる見事な歌唱は、すべての歌手にとって永遠のお手本となるはずだ。

シンガーとしてのみならず映画女優としても活躍、チキータ・バナナのＣＭでもお馴
染みだったというモニカが、1950年代半ば、ジュビリーに残した永遠の女性ヴォー
カル人気盤。

ギターとベースのみの伴奏でしっとりと歌った名盤『アフター・アワーズ』の好評を受
け、今度は西海岸に場所を移し、名手2人と組んだインティメイトなヴォーカル名盤。

ケニーは不滅の人気を誇る白人女性ジャズ・シンガー。ルースト三部
作のなかでも、選曲と内容のよさで高い人気を誇るのが本作。

WPCR-29097� [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『ザ・ディヴァイン・ワン』
Aジョーンズ嬢に会ったかい／Bエイント・ノー・ユース／
Cエヴリタイム・アイ・シー・ユー／D夢からさめて／Eグ
ルーミー・サンデイ／Fホワット・ドゥ・ユー・シー・イン・
ハー／Gジャンプ・フォー・ジョイ／Hあなたの恋人が行っ
てしまったら／Iアイム・ゴナ・ラフ・ユー・アウト・オブ・マイ・
ライフ／J苦しみを夢にかくして／Kサムバディ・エルス
ズ・ドリーム／Lトラブル・イズ・ア・マン
サラ・ヴォーン（vo）、ハリー・スウィーツ・エディソン（tp）、ジミー・ジョーンズ（p, cond）他

【録音】1960年10月12日（CFIL）、10月13日（BEHK）、10月19日（ADGJ）　
ニューヨーク

WPCR-29099� [JUBILEE]

モニカ・ルイス『バット・ビューティフル』
Aバット・ビューティフル／Bホワットゥル・アイ・ドゥ／
Cドゥ・イット・アゲイン／Dユード・ベター・ゴー・ナウ／
Eバット・ノット・フォー・ミー／Fイズント・ジス・ア・ラヴリー・
デイ／Gユー・メイク・ミー・フィール・ソー・ヤング／Hフー
ルズ・ラッシュ・イン／Iアム・アイ・ブルー／Jアイド・ドゥ・
エニシング・フォー・ユー／Kピープル・ウィル・セイ・ウィ
アー・イン・ラヴ／Lユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ

モニカ・ルイス（vo）他
【録音】1955年　ニューヨーク

WPCR-29098　　【国内初CD化】� [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『サラ+2』
Aジャスト・イン・タイム／Bホエン・サニー・ゲッツ・ブ
ルー／Cオール・アイ・ドゥ・イズ・ドリーム・オブ・ユー／Dア
イ・アンダースタンド／Eグッドナイト・スウィートハート／
F家に帰らないか／Gホエン・ライツ・アー・ロウ／Hキー・
ラーゴ／Iジャスト・スクィーズ・ミー／Jオール・オア・ナッ
シング・アット・オール／K君を想いて

サラ・ヴォーン（vo）、acc by バーニー・ケッセル（g）、ジョー・コンフォート（b）
【録音】1962年8月7、8日　ロサンゼルス

WPCR-29100� [ROOST]

ビヴァリー・ケニー『カム・スイング・ウィズ・ミー』
Aギヴ・ミー・ザ・シンプル・ライフ／Bアイ・ゲス・アイル・ハング・マイ・ティ
アーズ・アウト・トゥ・ドライ／Cザ・トローリー・ソング／Dコートにすみれ
を／Eジス・キャント・ビー・ラヴ／Fスカーレット・リボンズ／Gイフ・ア
イ・ワー・ア・ベル／Hホワイ・トライ・トゥ・チェンジ・ミー・ナウ／Iスインギ
ング・オン・ア・スター／Jユー・ゴー・トゥ・マイ・ヘッド／Kイット・エイント・
ネセサリリー・ソー／Lユー・メイク・ミー・フィール・ソー・ヤング
ビヴァリー・ケニー（vo）、acc by : ニック・トラヴィス（tp）、アービー・グリーン（tb）、ジュリアス・ワ
トキンス（fhr）、アル・エプスタイン（cl）、サム・マロヴィッツ（as）、ジョージ・バーグ、ダニー・バンク
（bar）、モー・ヴェクスラー（p）、ビリー・バウアー（g）、バリー・ガルブレイス（g）、ジャネット・パトナム
（harp）、ミルト・ヒントン（b）、ドン・ラモンド（d）、テッド・ソマー（d）、prob ドン・ラモンド（bgo）
【録音】1956年5月　ニューヨーク

　パーロフォンは1896年、ドイツのカール・リンドストローム社（1893年設立）が発
足させたレコード・レーベル。1927年にイギリスのコロンビア・グラモフォンが買収。
1931年、イギリスで EMI レコードが設立されたのを機に、EMI 傘下のレーベルとなった。
　2012年、ユニバーサル・ミュージック・グループが EMI のレコード部門を買収するが、欧州委員会から資産の一部を売却
することを命じられ、ワーナー・ミュージック・グループの傘下レーベルとなった。パーロフォン・ジャズに含まれている主要レー
ベルは以下の通り。

　ルースト（ロイヤル・ルースト）は1949年にアーサー・フェイデン、ビル・フェイデン、モンティ・ケイ、ラルフ・ワトキンス
の4人が設立したレーベル。まもなくジャック・フックとサミー・ケイがその権利を獲得。1950 ～ 58年は、ジャック・フック
とテディ・リーグによって運営されたが、1958年8月にルーレットに売却されている。
　ジャズ以外にもラテンもあるが、ルーストでの録音の多くを手がけたのはテディ・リーグ。バド・パウエルの初リーダー・セッ
ションを筆頭に、スタン・ゲッツやジョニー・スミス、セルダン・パウエルやソニー・スティットなど、ビ・バップやクール・ジャ
ズの人気盤が数多く残されている。ヴォーカル・ファンには夭折の美人歌手、ビヴァリー・ケニーの3枚が根強い人気を誇る。
　ルーレットは1956年、ジョージ・ゴールドナー、ジョー・コルスキー、モーリス・レヴィ、フィル・カールの4人によって設立。
独立系レーベルとして活動は70年代末まで続いたが、1989年に EMI へ売却された。
　ルーレットには、当時流行のツイストやロックンロール、R&Bといったダンス音楽も多い。ジャズでは、リー・モーガンやカー
ティス・フラーを含むバードランドでのライヴ盤や、カウント・ベイシーやメイナード・ファーガソンのビッグ・バンド。サラ・
ヴォーンやダイナ・ワシントン、パール・ベイリーといった人気シンガーのアルバムも残されている。

　1946年にハーブ・エイブラムソンが設立したリズム＆ブルース系のレーベルで、翌年にはジェリー・ブレインが共同経営
者として参画した。1953年に黒人コーラス・グループ、オリオールズのシングルヒットをはじめ、主なジャンルはブラック・
ミュージック全般。ジャズではアドリブ原盤のジャッキー・マクリーンをはじめ、過渡期のジャズ・メッセンジャーズ、チュー
バ奏者のレイ・ドレイパー、ハーブ・ゲラー、マイク・コゾー、エディ・コスタ＝ヴィニー・バークなど、モダン・ジャズ黄金時代
の渋い名盤が並んでいる。ヴォーカルではエセル・エニス、モニカ・ルイスらのアルバムがよく知られている。

　1958年にジョニー・タップスとハリー・コーンの2人が映画会社コロンビア・ピクチャーズのレコード部門としてニューヨー
クで設立した。サントラ盤が多いが、ジャズ系ではニーナ・シモン（1959～64年）のアルバムがよく知られている。他ではアー
ト・ブレイキーの『ゴールデン・ボーイ』やズート・シムズの『ニュー・ビート・ボサ・ノヴァ』、フィル・ウッズやズート・シムズ
が参加した『ジャズ・ミッション・トゥ・モスクワ』などがある。

　この他、フィル・ウッズの『アライヴ・アンド・ウエル・イン・パリ』で知られる仏パテや、ボビー・ジャスパーのアルバムで知
られる仏コロンビアなど、ヨーロッパ主要国の EMI もパーロフォンに含まれる。

パーロフォン・
ジャズとは

ルースト＆
ルーレット

コルピックス

ジュビリー
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